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結　論

第i章の玉　戦前の首長公選論の補足

　憲政会一民政党内の毒竃村長公選論

　無産致党の入費的嚢治論の系譜とは異質の、もう一つの首長直接公選識が、

192§年代に、憲政会一民政党の激務調査会の内部で、斎藤隆夫によって二度

にわたって堤起されていた。それは、地方行政の安定策・党弊是亜策の一つ

として梼懇されており、疑絞駿党のなかの嚢虫主義的少壮諏が政党致治の確

立を意臠して推進した一連の散策のなかで登場したものと考えられる．なお、
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行政縫会論集　第欝巻　第i畢

欝欝年代、斎藤と麗塚籠は、ともに兵庫祭選濃の蟹野党一立憲飼志会一憲政会

の衆議院議員であった｛聾。麗塚龍の霧患民権蟻の首長直接公選論麟、濁郷の後

輩であった斎藤に継承されたものかどうかは不瞬である。また、境内圭とし

たのは、普通選挙譲とちがって、憲政会一畏敬党の首長藍接公選論は・党の歪

式の政i策になるほど有力かつ持続的なものではなく、また1、懇：論や運動と連動

する契機も極めて弱かったからである。

　その第i瞬は、婚笈年後半、擁藤高明（護憲三派〉内閣麹であった。欝24年

9月22欝、憲政会の政務調査会（横鐵鱗太藻会長〉の総会が醗かれ、斎藤隆夫

は毒町村議会選挙における被選挙権と選挙権、市欝村長の権穣、竃購村長の選

挙方法、毒凝の等綴選挙撤廃について検討するよう鍵案した．そして、蔦名か

らなる地方麟度改善に臠する特懸委員会が結成され、委員長には党務委員長の

八重戯絵が選鐵された⑬。この特捜委員会の活動は、地方議会への男子普遍選

挙鰯の導入、毒会選挙での等級選挙鰯の撤廃、郡長と郡後飛の廃誌などの内容

で、欝26年の地方麟度改董となって結実することになった．

　そして、この特鍵委員会漢縷説しながら、結局党議として決定されるにいた

らなかった項餅こは、府県知事の公選、婦人参政権とともに市町村長を嚢接選

挙で選鐵することが含まれていた。総懸年捻月8舞、特劉委員会では、斎藤隆

夫委員が霧町替長を一般投票で選挙する件について理葭を説聡し、委員の総で

は異議なく了承されていた（3）。そして、鴛薄2暮馨、驚町村長直接選挙麟は鄭後

膨の廃比、選挙権の納税資賂と等級選挙麟の廃止とともに特購委員会で可決さ

れ、あわせて、第5§籔帝蟹議会で実現を甥する事潜幸し合わせられた（4｝。

　ところ懇、欝25年にはいると、憲政会の準機舗誌ζ憲政公議雲の会鞍誕事に

は、この簸方麟度に絶する特尉委員会は全く登場しなくな鯵、教務調査会でも

南町鬢長の選挙方濫が穣討された形跡はない．ここで、薦町村長直接公選麟が

検討遜程で流産したのは、内務当局がその実施をためらい、結縁、党内の合意

を形成できずに穰ざらしにされたためであったと、後に駆慧された（叢｝。

　憲政会を構成した大畷系政治家や桂太郎系官僚のなかには、舞清・嚢露戦争
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欝薦年の旛長公選運動鶴（巧刀俊洋）

期から、都毒経営の劾率化と霧散腐数除1去つま鯵党弊鋳豊のための市長独立麟、

市長権鰻強化の致策解存在していた働。

　この欝笈年後楽の段蔭での市町村長直接公選麟案は、憲酸会の主張として必

ずしも突飛なものではなく、当時の慧敏会の内政の基本方鏡であった行政整

遷・緊編雛政政策の一濃に位置づけうるものであった。憲政会は、第一次盤界

大戦後に膨張した地方行財政の大麗な縮小をめざして、警察署や裁覇霧の整理

統合、郭役勝の廃鋤と町村合鋭．官業の整理と民業への移管を実施しようとし

ていた。そして、そのために生じる地域社会の政治的露難を、首長の手魏によ

って克撮しようとしていたと思われる。たとえば、若槻礼次難事ま、地方財政の

徹底的整遅緊縮を齪行ずる事は、実に地方長官の決心次第と遠べ、地方議員や

政党員の機嫌をとるような卑屈な態度を絞めていた｛7｝。そして、首長の強力な

政治力を撞保するものの一つとして、知事・市町村長への公選麟の導入が購想

され、るのは、不馨然ではなかった働。

　また、この糞町村長直接公選案は、地方の直接公選の要求麟憲政会に汲み上

げられたものではないと思われる。疹憲致葺やr憲政公蒲垂の誌懇によれば、

この時期の憲政会地方支部は、普選難行、地方行財政整理、義務教曹費蟹鷹負

極塔額を決議するのが一般的であむ、それ’に換えて、地方褻治鉢の権銀鉱張と

知事の公選を決議しているのは、欝2i年鴛薄の福島支離大会、欝鱗年鴛月の福

島支部総会、婚26年6月の奈良梁支部大会だけである僻。毒町村長甕接公選を

要求した地方支部はなかった。

　さて、民政党撚野党であった雛申義一内閣蟻には、政友会多年の壕板敷策で

ある知事間接公選論ぶ、致癒内の審議会で検討された。しかし、民政党はこれ

に反鰐の態度をとったとされ・ている1聯．

　地方、欝28年には東蒙議会の疑獄事件の摘発を契機に、薦長直接公選麟が検

討された。8弩26嚢、歓会民衆覚は、上野公穰で霞民大会を購催し、賄費の

直接選挙に依る毒長公選鱗を設くる事まを要求した。講堂は、この麟度につい
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て、市会解散、改選後の新講会が毒条擁を発聴することで、溌行法令のもとに

おいても実行璽能な改革であると主張していた鶴．また、東京毒政調査会は、

購年8擁に毒政麟新のための毒政灘凌改善に絶する捻項譲のアンケートを、各

雰有識者に薄して実施したが、その第9項「市長を嚢接市費の投票に依蓼選挙

せしむる事（理由、議会議員の極端なる市長掣肘を紡ぐ擁については、全体

で59％（婚人88％、無産政党麗孫考84鵯／の支持があ鯵、講院議員、実業家、

学者、官公吏、教育家のなかにも、毒会への不欝と愛行の毒会による鳶長推薦

選挙鱗度に嬉する撹鵯が少なくないことがわかる（鋤．

　ただし、都毒行政の専門家は、毒長石接公選論に帰し懐重な態度をとってい

た。このアンケートを実施した菓東南政調査会の専務選事の蔚鑓多野辱は、ゼ薦

長にして強くんば、毒会の腐数を戒点迄矯歪する事が鐡棄たのである。吾国趨

治発達の現在の程度に於ては．市長が強いと書ふ事は、竃政振興上極めて必要

であるまと述べ、市致改善策の方向を薦長の権醸の強化策のなかに見鐵してい

る。そして、今霰のアンケートのなかで、毒長公選説が多数の点数を集めえた

のも、量譲が議長強化の必要を痛感した結果であると編擬している。しかし、

蕪醸は、市長公選説は、碁デマゴーグが人気を集めて露長になる、2／行致

専鱒家を毒長に違えることができない、3）市長選挙に金がかかるようにな駄

適任者を毒長に違えられないか、政党による薦政支醗を招く、といった公選の

弊害を発挙して職分は市長公選説に賛成を鋳籍する孟｛i3｝と述べ、むしろ、市

長の講会に鰐する権猿強化や霧雲体の懸捧§治権の強化を支持した。

　また、大駈議長の関一は、このアンケート結果を分析して「薩接公選の権鰻

強き独裁毒長講奮、市政改善上に貢献し得るという積極的の論鑓については瞬

白を欠いている錘4）と違べ、米国特有の市長公選麟を無難醤に賛成し採濡する

ことに亀撰の念を抱いていた．関の毒長公選灘撹醤の主張は、碧南政では立

法事項が少なく行政活動が重要な地位をしめているから、権力分立主義にもと

づいて公選甫長と公選市会を懸立させても、市長の強化と毒会の無力化をもた

らし、勢力均衡の瑳念を敏棄する結果となる、2〉アメ夢力の市長公選麟も実

遵



1鱗§年の議長公選運動織（巧灘俊洋）

燦そのように変遷してきた、3）薦長公選麟は、市渓が露分で選挙した毒会議

員を倭頼せずに、霧に畜長を公選して牽凝させることを原則とするもので・毒

異が常会を鱈頼しないという不信任政治をもたらす、毒民の欝頼によって当選

したはずの市会議員潜懇織する市会の選挙した畜長は儒頼できないというのは、

論理矛盾である、4〉二元代表麟は、責任の帰羅をあいまいにし、また専露

盤・能率性を必要とする憲政を素人か職業政治家に一任することになり、甫政

を渋滞させるなどであった。

　逆に、蟹野党から革新倶楽部をへて政友会に翫羅した衆議続議員の纏原鋭二

察欝ま、簿2§年に、知事と毒町村長の薩接選挙を主張し、それが地方嚢治の完成

のための当然の舗度改元であると逮べていた騰。

　罠政党内に公選論が登場するのは、！9鎗年の後半、浜籔内霞期であった。こ

の段購でも、民政党内で毒町村長直接公選鰯の導入に合意が形成されたわけで

はなかった。たとえば、内務省の各局長から次官を歴任した後、欝欝～27年の

憲政会両懸のなかで、法鰯局長官と内閣書記官長をつとめた畏政党系の貴族院

議員である塚本清治は、公選によって毒会と韓宣する議長を選鎧しょうとする

のは「糞長独裁にあらざれば寮長1富1豪化に堕する主張∫であ鯵、r密会の意思

と膚長の意思と二つあってはならぬ葺r公選の寮長と難も常に難しき事のみを

行ふとは譲らない」（鋤と達べ、地方議会を唯一の住渓代表濫意思決定機縫とす

る議会主義の立場から市長公選譲を擾凝していた。また、内務宮籐鐵身の薦文

部大麗であった小橋一太は、野替長の任愈にあた鯵、官庁の認尋権を廃正し、

町村会の判齪に委任するのが縫会の進歩に沿うものと隣接公選麟の強牝を主張

していた／驚。

　それに薄して、漢讃内魏の内務致霧吹宮になっていた斎藤隆夫は、簿3§年7

肩24欝、政務調査会（小海松寿委員長／で講町営長公選縫題を次のように鍵案

し、罠政党内での検討を要望していた。

　r斑行法に於ける薦町村長選挙は複選法で弊害が多い・依って南町樗有権者
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　が直接南町蒋長を選挙すること～せば、有力者を挙げ量つ麹治行政を鍔滑に

　行ひ得るとの説がある、依ってその婁否に就き調査せられんことを望む≦｛難

　つま瞬斎藤の麗接公選案は地方行政の強翫・安定策として提起されていた。

斎藤は、内務次官として、この握案を内務省当騰に醗究させようとしたが、内

務官僚の薄応については不醗である（鋤。また、畏敬党内には賛否講論があり、

反蝿講の根擁は、①選挙の灘数嚇塔離し事務が煩雑になる、②公選の結果、議

会と首長潮懸立する、などであった．斎藤は、①は立憲敢治の本凱こ逆行する

もの、⑫は首長の権酸を拡大し、原案執行権を首長に与えることで靖立を解決

できると主張した。さらに、斎藤は欧米各羅の甕接公選講の婁鱗を示す参考資

料を敢務調査会の委員に醗盤した鯵、地方長官から意見を聴取した解した｛鋤。

その結果、斎藤の揚棄は．当時浜謡内襲に設置されていた選挙革正審議会（潮

恵之輔内務事務孜宮が幹事長〉に蝿癒した畏政党政務調査会のなかの選挙革藍

委員会（出辮儀重委員長〉に付託され、9鍔6舞、この委員会で薩接公選舗

につき罫賛成論多数で透く政務調査会の議に付して党議を決することになっ

た」（鋤。この時の意見交換では、賛成論は、虜給体の腐数と饒率の低下の原石

は潤接選挙によって地方議会が市町村長を選挙することにある、毒町村長が公

選となれ，ぱ、霞驚村政に責任感の強い人を選挙することになる、薦驚村民の要

求を施策に現わすことになる、というものであった。それに薄し、反辯論畢ま、

直接公選麟は選挙疑の意思の分裂を生ずるもので．唐絵麟度の理念上瑳行麟度

のほう潜穏当である、というものであった。

　ところ麟、翌月の欝月22難、選挙革正委員会では、2§項嚢にわたる選挙革正

靖策を決定し、それを政務講奎会と党議をへて、政府の選挙革董審議会に提鎧

することになった蓬、象たしても、そのなかには講町村長公選問題は含まれて

いなかった｛鋤．

　この雄鎗年後楽の毒簿村長直接公選案は、地方越度の聡題というよりも、選

挙における弊害とくに党弊の是難問題の一環として登場したのが待機であった。

欝28年と欝鎗年の衆議院議員選挙は、本格的な政党内霞のもとで男子普通選挙
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欝46年の議長公選運動翰（窮月俊洋／

．鰹によって実施されたが、無産政党ぺの弾籏選挙であっただけでなく、一方で

大量の選挙法違反者を懲す金権腐数選挙とな吟、縫方で地方官の大量更迭を前

握にした富憲による党灘的干渉選挙となってしまった。それで、旗雛内馨は、

選挙における弊害を是重して致党敵治、議会政治への国費の鱈頼を暴復しよう

とした．選挙革亙審議会は、簸方選挙を直接縷説の蝿象とはしなかった賦選

挙干渉鋳丘策として、職事及警察麟度改革」と府祭を含めたゼ事務官の身分徐

陶開題（文官分醸令の第難条第i項第護弩による党派的休職の溺題〉の是正

が検討されていた（鋤。それは、政党内閣の定着と敢権交替に伴う党酪的地方富

人事によって、地方官が頻繁に更迭させられた甑あるいは致党の走狗となっ

ている事態を改めて、地方行致の安定と公董中立を確保しようとするものであ

った。この審議会に委員として参撫していた斎藤隆夫潜市町村長直接公選麟を

再び党内に提案したのも、前達の斎藤の鍵葉理露にみたように、地方政治にお

ける党弊是歪と地方行政の安定という政癖の審議会と隅一の政策昌標に蜜来す

るものであったと思われる。つま滲、首長の選任を政党の大駆や政党支醗下の

堪方議会による覚諏的人事から饗む離して、往戻の多数意思に薩接委ねること

で、首長の任簸と行敢権を安定させようとしたのである。

　斎藤の市町柱長窪接公選案を多民政垂誌上で補強していたのは、ただ一人内

務官僚愚身で長期の羅知事生活をへて民政党の衆議鏡議員となったばかりの末

松懲一難であった，、畦）．末松は、まず政党政治と地方馨治の発達について、鍵来

　馨庫では地方甕治への致党の介入を敵視してきた解、地方政治の政党化はイギ

　夢スの労働党にみられるように量雰の大勢であって、むしろこれを歓遽し、善

導して政党中心、議会中心の時代に適合するよう地方難治の発達をはかるべき

であると主張した。そして、普通選挙の実施によって、中央政党が府県や毒郷

村に地盤を拡張するのは必然だが．地方官や首長の政党系　彗化は地方行政の発

達を隆害するから、首長の選任に薩接公選鱗を導入して、その中立牲を確保す

べきだと主張した｛、，｝。また、末松は地方官の人事異動について、従来官僚政治

の伝統として新進鼓擢を§的に頻繁な地方官の更迭がおこなわれてきたが、そ

　　　　　　　　　　　　　　　　一　7　一
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れが政党内閣になって党略姓濃厚となっている、そのため、知事が地方の事構

に糖通せず、難聴題を園遷し、霞己の功名を騒的に政党の走句となっていると、

その弊害を捲接した。そして、末松は、この弊害の救済策としては、官吏の身

分保瞳（更迭の防止・燐酸、停年鰹〉はかえって老拓無饒官吏の保護となって

地方行致の不振をまねくと撹凝し、任期覇をともなう首長直接公選講の導入を

撮曝していた。末松は、直接公選隷ま自分の十数年来の主張であ甑今日の量

鵡でもあるから、早晩実愛すると楽観的見通しを遠べていた｛鋤。

　民政党内の直接公選譲は、欝欝年夏に麟食毒で薦長公選運動が毒会の党争を

克賑することをめざして成立した時、その一つの契機とな鯵（本譲文の第3章

を参黙〉、地方の襲成政党内の少壮・革新滋や一般市民のなかに疑講者を獲得

しうることを示していた。しかし、畏敬党全体としては、党幹部や地方支部・

内務省当局に直接公選灘についての合意は成立せず・斎藤隆夫とその燭邉が甕

接公選論を党搬に提案したにとどまったものと考える。

　鯵綴年の第59懸帝国議会では、安達謙麓内務大愚は民政党内閣の地方麟度改

琵法案として、嬬人公民権の付与と男子公民の年齢引き下げを提案した。法案

は衆議院で薄決された潜、貴族院で否決された。この改正案は、蔦年後、瞥原

内鱗のもとで、謬民政党系の内務官僚の手で、形をかえて衆議院議員選挙法の

改蛋として実現した。しかし、酋長直接公選懸案は、193懲年にも、駿戦塵後に

も結局与党・政驚内部からは正式に提案さ紅ることはなく、蔑致党内の地方行

致安定のための霞接公選論は、緯薦年4肩以鋒に、内務省がG暮Qの憲法改亙

草案をやむなく受容する時に復活することになった．

　このような結集におわったとはいえ、斎藤隆夫と植原税二郎という、ig騰年

代の自腹主義政治家の代表的大効に、蓄長直接公選論が存在したことは、明治

憲法体麟の立憲主義的改革の方病のなかで、酋長直接公選麟が実遷しうる擁象

的可能性があったことをしめしている。

　なお、鰺9春年代から欝30年代にかけて、大都市調度の講定が地方麟度改革の

重要な課題でありつづけ、その最大の争点は、痛察知事と瞬巌の権暇をもつ大

8



婚薦年の甫長公選運動翰（窮月俊洋／

都毒（特幾毒〉毒長が誕生した場合の毒長を、官選とするか公選とするかの鶏

題であった。ただし、そこで斎会籔などが主張した公選とは、毒議会による市

長の選鑑であ蓼、鯵2§年代の知事公選譲と覇じく間接公選論に含まれ、本論文

が養饗する首長獲接公選論とは幾のものであった（2脳

　i章のiの補足　注

韓　斎藤隆夫ぎ総顧七十年垂準央公講縫、1鰍7年、駁～46ページ・なお・醗塚龍

　については、肥塚灘一編ゼ肥塚龍嚢寂転遷私家蔽欝22年を参蕪。麗塚（i8総～

　鷺2尋年〉は改進党系書由貌権家、神奈撰察会議員をへて、欝98年東京蔚知事、

　婚§8年衆議続轟議長．

②　『憲政垂第7巻第爵号、露24年欝鐸、総べージ。なお、憲政会は欝轡年から

　躾に地方議会への普選導入（公艮権の拡大〉と等綴選挙の廃蓋を主張していた・

　ゼ憲政籌策2巻第2号、ig欝年2月、53ページ

麟　　蓼憲政垂第7巻第捻号、懲24年捻鳳総～58ページ

（場　　『憲政垂第8巻第i号、ig25年i擁、57～58ページ

嚇　　『蔑政選第4巻第爵号、懲3青年雑魚捻7ページ

／麟　縷菩良樹ぎ大藍政治史の鐵発墨鑛鱗鐡懸i縫、1997年、3i5～336ページ

総若槻菟歌舞F地方難破救済策まぎ憲政遺第6巻第i暑、簿23年i弩、懸叡

麟　小藩　穣（衆議鏡議員〉罫地方行政の整理緊縮霧藍3ぎ憲政薩第7巻第憩号、

　懲露年欝舞、3～緯ページ

麟　ぎ憲政薄謄22年i罵、49ページ　r憲政公論書欝欝年玉鳳磁ページ　蓼憲

　政公議屡欝2§年7擁、86ページ

藤　鈴本武雄「知事公選麗題の経趣ぎ薬毒翼霧雲第5巻第2号、欝27年8月、醜

　験

徳簾京駒疑獄と緻浄｛躍動懲輔騒第捲第4号、i§28無§焦棘
麟　東京毒政講査会「（資麟｝議会に絶する舗度改善諸案一質幾書に僻する獲答

　の講査∫窪擁護翼題圭第7巻第5号、1§28年雄馬このアンケートは、5，688名

　の各雰有識者に醗姦され、i，529遜（27％〉の露答が寄せられた。69％以上の支

　持があった項嚢は、毒会と予算案の公麗、斎会議員定数の饒減、市長の権鰻拡
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　張であった．

瞬　前海多照「棄斎毒政改善策に就て葺都市闘騒第7巻第5暑、欝28年難肩、

　麟～違8ページ

睦　縫　　一F来麗における市長公選鍵穫の消長」『大大叛垂第5巻第9号．簿鱒

　年9月、（のちに麗一遷編集『都毒政策の遜譲と実燦選懲§8年、擁薦幾題鱗究会、

　藤叡〉

麟　権原税二綿罫政党と縫方窓治鑓捧ま郵類異書第欝編第捻号、欝29年捻鳶、i～

　5ページ

　　塚本溝絵「議長公選論を擁す塞ぎ斯費磨第24舞第5号、欝29年5月

　　『畏政善第4巻第i弩、工9鐙年i舞、i3§ページ

　　ダ良政遷第珪巻第9号、欝3§年9月、i3iぺ一ジ

　　内務省縫方懸は、鯵26年の地方麟度改正以降、婦人参政権と箆倒代表麟の麗

　題を縷説してお管、首長嚢接公選舗は検認の薄象外であったようである・『内務

　省隻第二巻雲原書跨、聾齢年、雄9～鯵2ページ．挟醐蔑の懇懇を参窯。

麟　ぎ湾詫新鞍遷懲鋳奪7月2穣［費政党政調会ま　繕8鍔捻嚢［毒鞍替長の公

　選鶴題3　　無辜8擁ig鰻　軽督町峯重長公選幾題ま

　年欝肩i、9、23馨の審議海容〉による。匿立公文壽館翫藏．なお、この時期

　の選挙法の改董については、静藤之雄rファシズム類の選挙法改蕊問題獲『舞本

　史暴究虐第震2号・、欝欝年壊月、を参窯。

纏1　末松鶴一郎　欝7§～！947年、福憐察生まれ。i欝2年東大（法〉卒、海霧省入

　省、法鰯参事官、徳島娯知事、台湾総督癖窮務局長、購轟務局長、滋賀、茨妓、

　広島の各県知事をへて．i麗8年衆議醗当選（～i襲2年〉・19雛年鉄道政務次官．

　著書にゼ地方褻治舗要義垂（帝蟹地方行政学会、欝23隼｝があるが、法令の解説

　書であ善、首長褻接公選講を孟張していない。

瞬　末松篠一難ξ地方麩治に敢党授入の可否に臠する諸名家の意見に就てま『罠

　政薩第3巻第2号、鴛器年2月、灘～36ページ

瞬　未設儀一鰯F地方官更迭の弊害と其の救済策∫匿異数露第嘆巻第欝暑、欝欝年

鱒

鱒

簸

鰍

鱗　　蓼疑政垂第4巻第爵号、鯵39年欝月、捻7ページ

鱒　　ぎ難敵毒第4巻第鴛号、欝欝年欝欝、欝6～欝7ページ

鱒　選挙華麗審議会の第一特尉委員会（近籀文麿委員長〉腿・委員会議事録垂（嬉鎗
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　欝鴛、38～盤ページ

嚇緬啓之職台噴騰に翻る大簾赫渡の確蝿毅趨勧齢櫓
致灘瀬究酪雌確騨3婦、i観年滋縞木鍬餐大飾搬の
　再検討3獲本行致学会ζ地方霞治の勧内書臆8§年、ぎょうぜい、大勝聡織中

　戦争期の嚢治擁護運動につ》・て菖歴史学講究磨第6総号、珍襲年鴛鳳　6ぺ一

　ジを参蕪．

一難一



行敢桂会論集　第鎗巻　第i募

第5章闘東以西の諸都市の市長公選

第i節　未熟な前期公選

　本章の課題は、縫東以西の諸趨毒で成立した市長公選（運動／が、これまで

分析してきた東北、詑海道の事擁と比較して、どのような特機をもっていたの

かを瞬らかにすることである。序章の表6に掲げたとお参、これに該当するも

のは確認できるだけで葺都毒にのぼる麟、その僅譲・運動は公選をめぐる結果

によって、欧の7つに分類できる。

ア／4～5月の雨期に町内会ルートの推薦や投票で新市長候補撰選鐵され

　た………多治見、下松、松戸、楽瞬、小霞原

イ〉4～5月の麟期に公選義ぶ形成されたが、結驚斎会だけで推薦した……一編

　木、松本

ウ〉公選が5鐸の議半までに漢定され、投票か6月に予定された解、候補者が

　i人しか残らず無投票で推薦された………小倉、鑑量保

工〉一般市民の投票による直接公選が実施された………浜遜、宇治毒遜、綴織

オ／公選潜実施されたぶ投票無効となった一……福彌

力〉公選譲か形成されたが、市会補選で民意を反映させることとなり、公選が

　中豊：された………新宮

キ／7～9月の後期に公選が予定されたが、中正された…一…綾畢、高知、

　耀越

　このように分類してみると、麗東以西の諸蔀毒の毒長公選の盤論と運動は、

東訛、詫海道に比べて低調であったことがあらかじめ確認できる。一般投票が

実施されたエ〉の場合でも、
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瀞妬年の市長公選運動紛〔窮月竣洋〉

　　　　　　　　　鋲馨毒　　5灘銀　4i悉％

　　　　　　　　　宇治山麟多　6舞3醸　37．4％

　　　　　　　　　燐麟薦　　7月i超　5L嬢％

のように、投票率は低く、民意の反瞭に充分成功しなかった。福騨鷲ぎは6月26

騒投票ぶ実施された潜、投票率22．8％で無魏とな甑麗粟されなかった。本章

では、これら賀都毒について、上誕の公選（あるいは葬公選）の決定や投票の

結果を基準に第i簸では、ア）、イ〉、ウ〉の事擁から前幾の公選をめぐる動海

の特徴を瞬らかにし、次に第2簾では、エ）、オ〉の事夢彗から・東北・北海道

の毒長公選では発展幾にあたる5～6月にもかかわらず・公選赫低調におわっ

た原獲を解窮する。そして、第3簾では、カ〉、キ）を事擁に、公選が中塗さ

れた原霞を解隣する・なお、これらの都南に繋籍する地方新聞の麗連語事の内

容ぶ覆してうすいこともあ穆、甫長公選運動の前提や当時の毒致構造には、充

分縷説を粧えること鱒できなかった。

　〈多絵晃甫〉

　破箪察の多治見霧では、すでに上藤貞治毒長が雄蕊年i2月25難こ辞職してい

た。また翌年の2月25雛こ灘催された縫会党多治見支額結成大会・毒民大会は、

罫旛甕の総意による市長を推挙せよ、現市議・華参与の総辞職≦を要求してい

た。違罵にはいり、内務省ぶ5月i7欝までに後任1毒長を推薦するよう命令する

と、市会協議会嫁ようやく選考をすすめたが、幾待した候補に就経を露辞され

た。それで、5月6欝の毒会協議会は悩み抜いた末の最後の手段」として公

選を決定した。そして、5鍔9β、毒会の毒長選考委員赫全町内会長を撰集し

て、毒長公選の方法を協議させた結集、慰内会灘からも委員を選鬱し、毒会と

協力して躾補者を推薦すること、5∫鴛5穣に隣総長による投票を実施すること

を決定した．その結果、金子義一（市会議長〉蔦3禦、撰藤修一（豹役）縫票

で、6月i舞、薦会は金子を甫長に推薦した（｝｝。

一i3一



行政歓会論集　第欝巻　第i簿

　〈下松薦〉

　田舞桑下松驚では、第2代の霞舞勝太鶴湊長が海軍少将であったため、欝妬

年3擁欝欝に公職追数で辞任した．内務省は、4肩葺韓までに新毒長を推薦す

るよう命令した．それで、毒会は驚内会長の代表と協議し、市費の意晦を澱む

こととした。町内会長代表は、市内の全町内会長集会を麗擢して、町内会灘と

して複数の候補者を決定し常会に推薦した．その結果、溝会は勅選の貴族院議

員で元内務官僚の松村義一を推薦することにしたが、GR嚢摂松餐を公職逡放

にしたため、市会はS月から改めて議長選考を瞬始しなければならなかった。

そして、霧会は甫長不在難問の長簸化は麹ましくないことを蓬由に、今度は、

市会と町内会との協議方式をやめて、斎会だけで候補者の投棄を実施し、6月

に蕉褻議長ぶその結果について欝内会連合会の了解をとりつけ、7月の畜会で、

裁艦謙勘（毒跡役）を推薦することに決定した（2茎。

　〈松戸毒〉

　千葉禦の松戸毒では、門六臨藩長オ糠g総年3慰瞬に辞任すると、窪擁から

斎会の全翼協議会による毒長選考藩開始されたが．連月2縮の第3懇協議会で

は、公選撮と議員総辞職一新毒会による市長推薦源解薄宣し、勃懸れにおわっ

ていた．やがて、5月廼難の第8穰毒会協議会は、投票で帯会議員など5名の

震撼者を決定した．そして、5月22欝町内会長の全体会議は、斎会鰭の5名の

候補考を承認し、これを盤帯主を有権者として5肩23鷺から26欝にかけて町内

会ごとに投票し、その結果を斎会に提示することになった。5肩2％、町内会

ごとの投票の結果、燐井卯之助議議が最高点とな絵、毒会と購内会長の代表は

輝井に謙長就任を懇請した傭。

　〈羊雲毒〉

　愛知漂の半霞市では、欝3？年の毒麟施行以薬毒長を3幾つとめてきた率埜辛

左衛鍔が、翼賛選挙で推薦候補として当選していたために、欝薦年3月26嚢、

　　　　　　　　　　　　　　　一撮一



雄蘂年の旛長公選運動｛§1（功刀俊洋／

公職追放該当を理窟として市長を辞任した。また、半欝斎会は玉鱗2年6月三韓

の改選で全員麟推薦候補として無投票で当選したという完全な翼賛霧会であ甑

かつ、任擬満了を違えようとしていた。公選をめぐる経緯は不瞬だ煎結局、

議会は議会内部での選考を噺念して、全市の隣纏長による投票を実施し・その

結果を基礎として、市会は、元半霞町長で憲政施行以来の勤役・市長代遷であ

った足立弥露翻を推薦し、6月錘馨、内務大疑の認擁をうけ足立麟霧長に就錘

した繊。

　〈ノ暴露源撫〉

　神奈繕察の小照尿毒では、4丹欝譲鈴木英雄議長が死式に辞任した。その理

輿は、愚子解衆議院議員選挙に立躾補したので、選挙の公托を難ずためと説瞬

された、そして、すでに辞任麟から罫推薦母偉である衛会議員の闘においても、

公選摂最も瞬朗疑主主義であるとの見解を有するもの溺多いまと鞍道されてい

た，，，．すると、4月掬から蔽公選の世謝輪こり・舐の職こ二つの蔽

公選論解成立した．一つは、連合簿講会長から提案されたもので・霞会と連合

町内会が候補者を推薦し、それを戸主を有権者として臨海会単位に投票すると

いう案であった（、）。もう一つは、独立蛙会党中央委員の鈴木錐二と、共産党神

奈鱗県委員会の内野竹千代によるもので、講者は4層2蝦協議の結果、小緩源

寮長公選を契機として大疑戦線を結成し、市長公選運動を醗始したσ知

　しかし、前者は後者を無観して躾補者選考を強行し、護月麗臥市会と連合

町内会は各々2名の候補者を持ち寄ったところ、難せずして候補者の一致をみ

た（佐藤謙吉毒会議長、松露新吉青駒役〉ので、市会は賄民の量論を反映し

た時内会長による推薦という、内容上の公選まである、「時漏極手数と時間を

要する選挙を避けること解賢酷な策」と主張して・4月2舘に全員協議会を酬

いて最適任者を推薦することに決定してしまった・これに薄し・鈴木・内野と

縫会党の高杉弁藏小懇原支部長は、薦会を訪問して佐藤謙吉議長に銃議の申し

入れをし、痛長の懇取撰である雄と絡蝿公選を主張した（秘
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　4月25目、祇藁薦党支部と労働緯合を中心に構成された小懸原地方民主戦線

結成準備会は、夢現帯会議員は戦前に選鐵されたもので、従って襲主主義者と

はいへない、それ故毒疑は破等の後任薦長の選定には輝乎反薄せざるを得ない、

そこで霧畏男女有権者によ警公平なる選鐵を妥当と考へるので公選を主張しそ

の実現を難せんとするのであるまという毒長公選決議をあげ、毒会が量譲を無

擬して推薦する霧合は直ちに薦渓大会を饑くことにした僻。

　議会は、これに薄しr投票によって確然と甲乙をつ謬ることは、毒町村麟改

歪前としては行き遍ぎであ吟、また落選候補者に難し遮惑至極である壁という

理濤から、授票翻避のための妥協案を提示した・それは、議会が4名の候補者、

佐藤謙吉（市会議長〉、小躰麟企（果会議員〉、江島率八（療工経済会支部長）、

鶴欝秘文（元昆政党代議士1を連合町内会に提示し、4月28～29欝の爾繕こ隣

組緊急常会を饑いて疑意を驚き、隣総長がそれをと移まとめて市常会に報告し、

市常会がこれを審議して、聴民の総意≦を連合町会長が毒会に報告するとい

うものであった。そして、臨内会も買主協議会もこれを承認したと鞭道され

た｛棚。

　この結集、5月i醸、薦会は町内会綴から推薦された佐藤謙吉毒会議長を、

満場一致で毒長候補として選鐵した（鵜。なお、この小雛尿毒に類似の警砲会推

薦による公選は、神奈鱗集内では、3月上旬に俸勢源町、6薄下旬に湯海原町

でも実施された｛轡。

　〈編木毒〉

　砺本祭梅木市では、鯵妬年3諺蔦嚢大島定吉毒長が進歩党から衆議院議員選

挙に立躾補するため、市長を辞任した（当選〉。それで護鐸から5月中旬にか

けて、薦会は公選灘と推薦灘が薄立してもめつづけたが、結局5月2縮の市会

で後続候補の投票ぶ実施され、鴛嬉7で小根沢登馬雄（進歩党、農業〉を推薦

することにした。これに蝿し、縫共講堂支部、労働羅合、鑑家人縫合などの代

表が帯長公選を主張した撒．なお、編木寮内では、疑時期に茜那須野町、鹿沼
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簿薦年の毒長公選運動／51（窮月竣洋／

町．鳥鐵驚、芳賀轟の晦前材と大内村でも町樗長の公選運動が成立した。

　（松本毒〉

　長野県の松本毒では、欝46年3篶27馨、平綴泰毒長が病気のために辞任する

と、逢月上旬にまず市会内の石鐙議長諏捻名から公選が提案された。それは、

食糧瞬題など重要幾題麟山積しているので、早急に薦長を決定するのが甫民の

要望に沿うものであるという理露によるものであった。そして、石鞍議長らの

提案は、甫会、区長会、各種団体が候補者を推薦し、野禽会ごとに一般毒渓の

選挙を実施し．その最高点者を市会が毒長躾補者に決定するという公選案であ

吟、これが常民の糧1論にもなっていると鞍遵された。

　しかし、4得率～下旬に議会協議会が数次にわたって翻かれると・議会だけ

の推薦灘が優勢とな滲、4擁25翼の協議会は、瞬内会ルートを通じて緊急露覧

極を各戸にまわして、寮費が希望する躾補著名を4月3縮までに毒殺湧に届け

縢るという形の盤論及醗方策を決定した。ここにいたって、松本寮内の地方駿

党である縫会民主党は、共産、縫会．協隅の各党によびかけて、4月29譲薦罠

大会を醐催し、薦会の騒覧板案は市会の無籠を露呈したものであると撹覇し・

「真の公選茎を主張した。しかし、5鴛2馨の斎会協議会は、錘財8で公選諏

が数化し、5鍔4舞公選を主張した蔓名の市会議員解辞職した・そして・5鐸

7霞、残留毒議2尊名は毒会で助役の赤羽幾一を市長に推薦した麟。

　〈小倉串〉

　橿濁漂小倉毒では、陸軍寧将の末松茂給毒長か、i璽6年i月25臥公職追放

捲令によって辞蓬を余儀なくされた．市会は後任選考を醗始したが、適任者を

得ることができず、候補の人選を橿欝察知事に一任した・そして・3層紛翫

市会協議会は知事推薦の平城露義（羨橿岡娯経済部長〉を満場一致で推薦した。

ところが、5月上旬になると、平城も追放該当の百態姓が高いことがわか参、

毒長選考は振鞍饑しにもどってしまった。そのため、5月葺臥市会と町内会
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連合会は会講会議を調き、市長公選を協議・決定し、6薄2霞を投票講に予定

し、衆議醗議員選挙と薩様の方法で議長選挙を実施することとした。これ、は。

憲会の帯長選考をめぐる畦か舞にわたる紛糾に難して、市費の瞬に斎会不欝の

声潜たかまった結果であるといわれたが、市内の各致治勢力の動きは低調で、

公選に立候補したのは民主連盤・労働縫合推薦の誤蒙婁祐一人であった。その

ため、常会は選挙を実施せず、浜穣を毒長躾補に決定した〔難。

　〈佐髭鎌市〉

　畏憐察の佐量保毒では、小浦総平毒長摂翼賛選挙の推薦議員であったため、

公職追放該当とな警，欝46年連月に辞表を提鐵し、5月5艮托式に辞住した。

議会の後任選考は、毒長代遜譲と早期選任論か対立して進捗しなかったが、そ

のうち、驚民の悶に翼賛市会による甫長推薦不薄の声摂強まった。それで、5

月麓弩、市会協議会は公選方法を綾討する選挙鰐策委員会を設置し・6肩鎗嚢

を投票臼として、20歳以上の男子を選挙人、鎗歳以上の男子を被選挙人とする

薦長公選を警砲会ごとに実施すること、毒会の委員と警砲会連合会代表で講授

候補を選定する協議会（蔦名〉を饑くこと、を決定した・そして、6月5臥

この協議会は、中瞬鑑輔（元代議士、市農業会長）と龍材徳太鄭（現代議士、

銀行頭取〉の2名を候補者とした漢、北誉が辞退し、また聴講会の一部撰この

候補者選考を葬難したため、潅会は強弓1に勉に立候補の届鐵なしとして・7月

4貸推薦市会を麗催して、申蟹を満場一致で講長候補に決定してしまった騰。

　以上のように、4～5肩蟻に公選論がお；つた9っの卑小鄭毒の市長公選の

動晦を畿観してみると、次のような特鍛を捲摘できる。第iは、市長の辞儀の

ほとんど麟、欧簿の諸馨毒のように下から市費や革新勢力の幾醤によってなさ

れたのではなく、上からの公職追放（軍人、翼賛議員〉や総選挙を理轟として

4月上旬以蕪に察発的辞職としておこっていることである。第2は、公選論は

畢幾に形成されたが、その中心は衛会議員であ警、市会解毒長選考に臨海会の
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意向を反醸させようとしたものであった。翼賛毒会としては、前帯長が戦時中

の縫位を還震に辞職した直後であ彗、購様の黄経をとって総辞職もやむをえな

いところであったから、責任を睡遷するため侮らかの形で市渓の意向を反駿さ

せる形の後任毒長の選考にしなければならなかったと患われる。その反駿のさ

せ方は、町内会長が毒会に市長躾補を推薦する（下松毒〉、隣縫長の投票（多

治見毒、楽照毒〉、靱内会単旋の一般投票（戸主濫松戸窮、男子罵佐縫保布、

男女一般濫小倉帯、松本市〉など多様であった。そして革新致党・労懇などの

斎会擾覇皿議長公選運動は成立しないか、成立しても微弱なものにとどま甑

旛会主導一町内会協力の罫上からの公選まが実施された．つま甑その致治遜

程は市長を蔽いた翼賛体麟の延長であった。第3は、その結果、新寮長に就任

した人鞍1は、疑存の甫政との連続性が強い翼賛体麟下の助役や市会議長・常会

議員たちが多かったことである．これらの特徴を総合すると、この9つの中小

簾毒の事｛韓は、序章の6事長辞任と後錘人事の部分で遠べた第一譜面（欝46年

3月までの、圭からの公職遮敦による辞任と斎会だけによる推薦、毒政撹鵯勢

力の来成長〉の要素を色濃くひきず瞬、毒長公選運動全体のなかでは、前期の

未熟な形態としての「上からの公選嬉嬉3と位置づ謬ること鱒できる。第3章

の宮城県の白石町、第4章の詑海道の啓達町、それに本章次簾以降でふれる三

重集の津毒、瞳舞市霧、隷敷出銀串本町の事例も、蓬接一般投票の公選が実施

されたか、流産したか、毒会に捲否されたかの結果の差異を越えて、この形態

に分類できる。また、第3章の塩釜甫、鶴食毒の場合も、ギ下からの公選運動垂

が毒蔑大会やメーデーでの集会という形で成立するまでの初発の縁颪では、こ

の濃会主導のr上からの公選蝋応」の形態をとっていた。

　箋5章第玉簾漣
（葬　『読売新鶴（串焦飯雄、郵鞍隼タイムス毒による

（21　ζ下縫姦吏　通史纏下松毒、ig89年、83§～834ページ

（31　獄漉新鹿（千葉藪〉選董9蓬6年4擁2掘～5月3§舞
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行政縫会議集　第欝巻　第董号

（4）　『半懸毒誌　本文編蓋、蓼半露帯25羅隼のあゆみ雲鯵§2年、『半灘毒公報選第

　7i～73号、麦9菊年5～7月

麟　神奈撰新襲爵蕊年鵡§9馨　薪鈴木小震源市長辞職」

織　神奈擁新鷺欝妬年4月捻韓「公選が有力、小馨原市長後狂閣題ま　瞬連月溢

　羅r小欝源議長公選ま

繕　神奈趨霧縫欝46年雌月23譲「薦長公選を期し大疑戦線結成j

18／神奈耀新綴欝嶋年藁屑2穣「毒長公選掛声のみ、小罎灘南会後任市長を推薦歪

麟　神奈撰新舞欝妬年婆月27馨r霧長公選を決議　小欝源地方民主鶉議会珪

麟　神奈鍵新縫揚薦年連月2§馨r輿論調査で漢定　小慾原後任議長覇題に新方法

　を採織

懸　神奈趨新灘鯵46年5月2醸罫拳蟹尿毒長に佐藤氏∫

麟　紳奈籍新馨雄蕊年3月雛韓「串部緋勢原町で町長公選∫　講6月22馨「蕩溝

　原町長に八亀至愛当選三

瞼　下野新饒欝46年3月2馨～5丹23購こよる

麟1　議i売新1甥（長野蔽〉婚46年4擁護賢～5月8嚢による

囎　茜舞本新緊欝薦年3還3繋r小倉議長に平城巽」　懸5鍔鴛難「小倉市長公

　選ま　羅7鍔3騒罫芳しくない寛鰯の公選釈灘

灘　『鑑盤課青史　政拾行政奉灘雄57年、3鰺～33iぺ一ジ

第2籐　低講な公選選挙

　亙　浜欝欝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼく
島糧縣師は、醜簿i絹蹟、紀元午千六百年をトして灘懲紛式典

をあげた。町村台盤と甫麟施行の…つの契機は、欝39年6舞、東久漣富陸軍中

将が湊難町観察の括、r連隊のあるところで晦舗のしかれていないところは余

りない」と述べたことであったといわれる（聾．欝鶴年珍雛§購こ実施された第

i醤毒会議轟選挙では、誤霞愛市協力露盤という選挙粛五感体ぶ、定員鎗名に

請して27名の毒会議貴候補を推薦し、その推薦状を全有権者に醗聴した。それ
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欝妬年の毒長公選運動麟（窮月竣洋／

で、選挙終了後、甫民の一部から愛妻懸盤の推薦には毒長職務管掌の遜穫桑地

方課長や曲名簸鋳麟役が参癒した疑いがあ瞬、桑毒執行部の候補推薦は違法

議会選挙は無魏という異議申し立てが霧会議長に堤鐡されたく翫

　窃代講会議長をつとめ、欝43年7鷲から第2代市長となっていた俵三九鶴簡

は、i鱗6年畦月欝馨．衆議院総選挙での約i，毒§§名にのぼる有権者名簿の鋭落

の責任と公職追放該当を瑠露に内務省に辞表を経畠した（軌これに薄し、4舞

薦畷こは、浜鐙毒青年革新連盟が主催して名簿鋭落者大会が雛かれ、つづいて

青年革新連盤は、魂肩総脅、糞政革新大会を挙行した。大会委員長は青年革新

連想の大虜登で、2人のヂ革新灘南議茎（島醗定道、小松原義尊〉もここに参

撫していた。甫政革新大会はr戦時中、推薦によって議篤を叢めた現斎会議員

が、俵市長辞表提鐵善後措置に名を籍穆、早くも市長銓衡に専駈的合議を重ね

てみるのを葬とし、市政瞬朗化のため総辞職を勧告するとともにま玉／後任薦

長選考に民意反映、2〉憲政全般の麟新、3〉名簿もれに鰐する露当局の藻謝

を要求した、，、。俵楽長は、4月2頒町内会の獲覧極に練譲文を掲載した。

　塁焉2媚、俵寮長の辞職が認可され、察内務部長は誤霞議会に5擁23賢まで

に後任選考の手続きをとるよう捲令した。畜民の世譲は．すでに毒会幾覇か

ら蔦蔓公選を支持するようになっていたようである。『島根新灘はそれを・

　ヂ車疑の中には戦争中優法的に選墨された議員たちによる銓衡擁立は許すべ

からず…一…準公選の方式をもって浜揖毒再建のため識見ある人勤を選び市

会にかけて推挙すべし、との意見を抱いてみるものが多く∫働と紹介してい

た．

　護舞2醸、毒長選考のための第i懇議会協議会が麗かれたが・毒議たちは上

記の市費大会や量論を無視できず、r従来の繋韓による銓衡委員会の選錘によ

る蕩書を強行する難き葬民主的な選挙方式には二の足を踏んでみるやうで」働

選考窪業を進められなかった。それで、市会協議会は、霧海会長、各種懸体

長を招集し後猛蔽の選考方法と候補者選定について意見を聴取することにし

た（8｝。
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菅敵役会譲葉　第韓巻　第i号

　そして、4月28韓に湊雛・石見鍵盤、畦月2g馨に霧姦・長浜・美辮楚麺の簿

内会長・各種懸体長と繁会議曇全員とのr予備協議会謹撰露かれた。4鷲28講

の予備協議会では、質疑応答の結果、各町内会長が隣纏長あるいは常会に諮っ

て疑意をまとめ、5月3嚢に全篇協議会を饑いて塞格的選考を始めることを申

し合わせた〔、き。ただし、臨海会長たちは一方的に策会に協力しただけではなか

った。この護蕎28舞の予騰協議会の後、F多数の町内会長が駿残甑鰻の十数

名も薬勝に集合して締れも後紐議長の選鐵は毒議の総辞職を前縫とする簑の意

見の交換をしてを警、毒議総辞職論は議次濃死するに至ったお穣襖羅跳区の

某有力町内会長は二十八馨全臨海会長に撤を飛ばし、全毒議に僻する総辞職勧

告方を縫示した蛋。そして、購内会長たちの市議総辞職要求の遷由は、瞬議員

は六年麟戦争申一方的に選鐵され、翼年の任蟻を二ヶ年廼長して今暁こ及んで

を穆、今度の俵毒長の辞職を人ごとの如く掻ふなど無責錘も甚だしく、真の民

意代表者とは認め難塾、この蝶やめてもらって新たな霧会を購成し、明朗かつ

公平に後任薦長を推挙するといふにある麺鋤というものであった。

　しかし、甫長公選論も毒会総辞職譲もこれ以上には具体化しなかった。5澤

3嚢、第2罎市会協議会が町内会長も鐵潔して闘かれた。薄肉会灘は、r毒会

綴で若干の躾補者をあげ（町内会からの／推薦基準を設けること、現議員総辞

職重を毒会綴に申し嵌た擦、結局、市会を動かすことはできなかった。講者は、

毒会綴の意喬に沿って市長選考に入善、市会綴の一次投票による候補者5名と、

霧内会長たちの推薦候補6名のなかから、重複する3名の猴補者について業難

決選投票を実施した。そして、纈郷混城（原町光薩寺住職〉賀票、俵三九難

（前霧長〉鮭票、西振秀雄（会桂員〉3票、という結果となったので、歪翻薦

会議長ら交渉委員摂、瞬嚢纏趨に薦長就錘を懇請したぶ、纏辮は羅辞し・毒長

選考は振穆饑しにもどった鋤。

　この町内会ルートによる畏意尊重、町内会長が参撫した講会協議会での投票

という選考方法について、ぎ島譲新離はr一杯喰された町内会織哺会の銓

衡に町内会が篇用された形葺と講評した。町内会長たちは、隣経長会や常会で

一22一



緯妬年の帯長公選運動／51（窮月俊洋）

毒民の意講を聴いたが、わずかな幾醤しか与えられず、選考の基準も試案もな

かったので、驚内会の会議はゼ小舞原評定に流れ、残ひは議譲菖鐵で終ったと

ころが多く」、購内会髄1は、住残の意見をまとめることができなかった・それで・

町肉会長たちは5月3嚢の協議会ではr先づ薦会の意向をきき、躾補者若干名

をあげて貰ひ、町内会翻と一致すればこの上もない潜・最後の決定まで町内会

の意見を取入れ協力して進行を籔られたいまと要望した。

　しかし、議会は、この要望を無観して直ちに候補者をあげて投票を強行して

しまったのである。各地区の町内会の会議では、公選論や南会総辞職論も崖た

炉、結局、野内会長たちが毒会｛簸こ妥協した背景には、罫現畜会を支持しやう

とする霞勢力の支醍から脱しきれない一懸の動きが潜在してみる事実があむあ

吟と1書取される撫2）と評され、た。

　毒長選考や吟竄しの市会・臨海会連合協議会は、5月8鎌こ麗かれr麟籔の

失敗と盤論に鑑み、公選と決定茎した．薦会灘は、量帯主一票案・瞬内会綴

は全露民投票案を主張した潜、結局衆議院議員選挙に準じることにした。候

補者は、この場で8名を推薦した、島検察地方課長は、これに対し喋とし

ては官選はしたくない、あくまで毒渓の意思を尊重するからには、責任を持

って瞬き受ける楼公選をやる前に十分協議してほしい」と公選に賛成してい

た繊。

　この霧長公選を支持したのは、青年暦と野内会長の一部で、青年屡は5月露

曖韻熱い略称でr麹人、脚人を選べ捷い健ス外締齢要
療に貼箏難し、またメガホンで街頭演説をして選挙気分を纏った。薄肉会長の

一部は、護薮あるいは岸候補を感接して軒西薮まの名朝を各戸に醍って歩いた

吟、街の要辮で西薮や岸の推薦ビラをまいた』島根新鰯は」人気縁護叛、

簿が有力」と報道した｛鶴。

　5鍔22馨、市長公選が実施された。推薦された候補者から鹸寮長など5名の

辞退者があ鯵、投票繕果は次のとお蓼であった。
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音
数
率
本
極

雄
蘂
票

有
投
技
騰
西
岸

浜暖帯長公選選挙（婚鶉年5薄22欝

　2G，i蟹人

　8，393禦

　　4i．6％

俊　人（毒会議員、元蒼晃村長〉　　　3，256票

秀　雄（会縫員〉　　　　　　　　　　3，賀8蒙

幸　一（浜鐵警察署長〉　　　　　　i，586票

　市長選挙が低調におわった理嶽について、匿轟根新聞糞は欺のように解議し

ていた．「右の如き結集をみた浜醗欝長公選の跡をみるに、籐勢力で構成する

湊会が民意尊重の名のもとに町内会長を無稽したことが、駿に公選を車頭狗肉

化して公選本来の意義を溝隷したものとも云はれ、瞬本、蔭薮両氏は従棄勢力

争いに没頭してみた驚議連が擁立したもので、投票数鱒この闘の事梼を麺実に

物語ってみるといへやう、投票薦蔭には夜にかけてこられ紹勢力灘の裏面工作

と捲込み運動解露骨を極め、町内会長、隣総長らの名牽彗醍鯵、推薦者に薄する

妨害ビラの貼参懲し．流露など陰験悪辣な手段がとられて、毒政の瞬朗柁を期

して起った青年趨婦人屡の意図を破擢するとともに、知識階綴の棄権を増大さ

せるに至諺、公選に大きな汚点を印した錘5）・

　翌馨の5月23濤、議会は濁本を市長に雄藩し、票の推薦命令の欝嬢内に選考

手続きを終了することができた．

　浜瞬市の場合、市長辞任と青年懸体による青酸革新毒浸大会を契機として、

戦時中から継続する翼賛市会への撹甥と薦長公選の量譲が下から成立した。し

かし、それを市民レベルの公選運嚢紅飛躍させることができる新しい致治勢力

は成長しなかった．革新致覚・労纏勢力は登場せず、青年屡や町内会長屡は籔

勢力の支醒から濤立できなかった。そのため、毒長公選は疑存の毒会と町内会

長の婆心ダ一一シップのもとで実施され、選挙は当初の翼賛毒致麟新・民主化の

馨的を見失って毒会議員間の勢力争いの場となって、一般毒浸と瞬わけ新有権
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欝妬年の市長公選運動講（窮月竣洋〉

老懸の棄権ぶ増大する結果におわった。

2　宇治山霞市（俘勢市／

　〈斎藤寮長の辞錘と三重梁内の公選腿題〉

　學勢神宮の鳥懇前彎である宇治由蟹毒は、玉鱒6年毒麟を施行した。戦羨・戦

中の宇治蜜綴毒は、欝瓢年に参宮急行電鉄（のちの近鉄〉の大飯～宇治山繊間

が麗通したこと、麟策として修学綜行による生徒の攣勢参拝渉奨励されたこと

によ参、神宮参拝客が急増しr神都まとしての繁栄を誇った。そして、戦鋳率

綱辺翻を会館繊灘大して、麟による神都整備事業が麟さ縦・

しかし、敗戦甕後の宇治山遜衛では、鯵薦年7月28嚢の空襲によって驚街地麺

積の5銚、総騰の織機失し縦とに鰍て麟家縫の権麟峡墜し・

G雛9の神道指令で轡勢神宮がi蟹6年i鍔から一宗教法人に転換したため・そ

の罫神都産業達は深葵な打撃をうけた。俸勢内外講宮の参拝者延人数は、欝鱒

鱗時が蹴琳、戦麟畷麟であるi観年が躍万人であったの1翻し・

i鰯年は欝万人．至瞬年は83万人にまで減少していた｛獅

　また、敗戦藍後の市会を権成していたのは、欝韓年鴛月に改選され、戦時特

鱈をもって任期を延長されていた市会議員たちであった。そして、毒政を撞当

していたのは、欝35年魏肩鉄道省の局長から市長に就任し、3類嚢をつとめ、

鞍時中　ダ神都ま整備を推進した斎藤真灘｛籍であった。斎藤は、懲襲年3月に

三選されていたが、謄4§年2月27縫、毒会でr戦争責任と戦災復興の大事業達

成には、老齢、鰯の身麟底そ磯ではないにとを触に繍途勅辞意

を表窮し、3月5嚢継続霧会で次年度予算が議決をみたので歪式に辞表を提思

した｛融。

　当時、蟻勲では、首長の漱ぐ退臨こと穂い・すで1こ各地で首長公選

論麟成立していた・察薦の毒牟婁くむろ）郡木本町では・町長辞職後・その後

任の選考方法をめぐってもめつづけ公選論まで登場したが、結縁、購会議員と
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警内会長から選鐵された瞬長選考委員会が、i月3鍛新町長を選鐵した（轡、こ

の漿購地方では、数戦以来、町村長の辞任ぶ櫓次ぎ．5∫糞5欝までに器か購村

のうち蔦か町村で、購村長ぶr民主化の声に押されて自緩を失った結果退陣の

余儀なきに至った」（鋤。

　また、県髭の員弁（いなべ〉郡梅戸弁韓では、供出調整米の麩分および軍払

い下げ品分醗問題を発端に、村長不偏任の声がたかまり、2月4霧、共産党の

松原宏道を夢一ダーとして青年屡を中心に村民大会が灘かれた．そこではr一、

戦争責任者の公職よ蓼の遺放を期す、一、供鐵米の管理権および食糧営醗の監

督権を主張す、一、村長の公選を要求す3など茸か条瀞淡議された。大会の実

行委員が鬢長と村会にこれらの要求の実堤をせまると、講者はそれを承認し

た（聯、それで、案行委員たちは、2月6馨から営内の農業会倉癒などの点援、

緩簿の検査を麗始し嚇権曙綴の着脹、横流し」を暴露するとともに、郵村政

の横本的改革j　r特権階級の総退鞠と、村長公選をめざした｛働。そして、そ

の後第2懇、第3醸の村民大会をへて、3月5饗、樗長公選巌8歳以上の男女

を有権者として実施され、柴霧患（元九州帝大教授）が当選した（鋤。

　地方、案内の都南では、羅饗毒霧と津市で寮長辞任にともなう後任選考溺題

が発生してお穆、市長候補の人選に市渓の声をいかに反狭させるかが翼われて

いた。

　露嚢講演では、畦阜羅知事から鯵騒年に寮長とな箏3難§の吉震勝太難解、

i鱗6年にはいって辞意を表鬱していた（董式退任は3月4欝。2月欝欝、内

務省は辞任を承認し市会に後任毒長の雄藩命令を伝達した。羅馨毒市会は、市

疑の声を選考に反駿させるためという遜患で、3丹上旬までに2罎にわたって．

地区常会長会と懇談をかさねると、毒長繧補として霧財界の長老で察商工経済

会会頭の欝藤伝七貴族院議員に白駆の矢を立てた。しかし、3月鍵醸、欝藤隷

新任難建長で毒民と直結していない講会がこれをすることは適当でないという

声を率直に聾ナとめるべきで、市民の総意を反醸した新しい毒会麟鐡来、その

上で要請があれば考えてもよいま｛騰という理縷で、市会の選考委員代表に就経
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握否の意、馨、を表窮した。

　騒無毒毒では、戦時建長議会への翫舞と毒民灘寮長実理の声は存在したが、

この段灘では寮長公選論は登場しなかった。それで、毒会は選考ぶ暗磁に乗吟

上げるのを曝避するため、窮余の策として吉馨蔀講授の再就獲を要請し、3月

25羅、吉鑓は再任を受諾した（25海

　これに難し、毒会を擾覇し毒長公選を要求する一毒渓の次の投書解罪撰勢新

鹿垂に掲載された（働．

瞬ま蔽齢畷敷よって決喬ことを撤し趣醐麟では後夢
裏は蕨磯意綜って選ぶと就とだったが、一締謙躯鴬会長が獅

合ひで露分たちに都合の凝・顔鯉を壷べるインチキなものだった　そこで察下

では、津、露麟、宇融麟三蔽が辞職しまたは辞意を糊してみるか

ら、総選挙を機に御熱る模擬懸（嬢稚韓伊勢鞭駐鶴を観して・

後任蕨を舐の投熱囎ひてみ妨どうか、つ齢韻錐の投歎よって

その総意の反駁に待つべきだと思ふ善

　古鐘勝太郎が講会で議長に推薦されたのは．6月雑嚢であり、その翼賛。譲

舷紛蔽空醐職鞭蹄献生じた瀦果的に調はi鰯鱗～講
という政治的波乱・縫会運動発展の局懸を、一時的辞任で選難したといえる。

そ硫め、圏勅メーデー購熱誠勢労離合購会議賭韻生活
擁護会などは、藁蓑の替ない毒役所に決議文を突きつけた後、騒馨毒警察署に

雛覇の矛先を転じ、歌庸警部ら3名が・かつて特高警察官として大疑運動を

難破琵嫌上げ、麟欝腰求移た　繍・吉麟太麟翻年
朗擁、戦麟蕨の職に劾たため公継旋なり浦長を醸離した・

　凝、漸では、蘇謙譲で麟鰐来蔽をつとめてきた卿漢舗
i騰年朗、戦争に櫓かという融で暉部の勧によって辞纏追い

込熱た，、．、．そして、そ磯温して、石購三麟長が雄2購獣て

　いた．ところが、石原は健康翼題、麟役人事をめぐる毒会との薄立、町内会長

はじめ．綴舐の稲頼耀錬、3駆師会によって辞働髄突きつけ
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られ、総選挙終了後の4月欝欝、辞任を醤ら表隣していた（鋤。津市会は、r毒

民の総意を尊重して理想の寮長を推薦しようまと主張したが、具体的には、腿

β常事と講じく、連合町内会長と2か鍔にわたって協議養すすめ磯、護鳶23警、

講者合講の市長選考協議会を麗催して、町内会長や一般竃民の鐸雛こ人望があ警、

かつ前年の辞錘の経緯から駿主化政策を遂行するに櫨嬉しい人物として評懸

され」（鋳た堀現前市長を後任に推薦する事に、講者が一致した．津毒では市長

公選論は成立しなかったようである。堀燐が琵式に後任毒長として内務省に申

請されたのは、6月28馨であ蓼、津帯でも、謄薦年4～5薄は寮長窒籍娚麗で

あった。

　〈宇治灘譲渓主瞬盤の帯長公選運動〉

　麟欝露と津の寮長公選賜題が、欝妬年2～4丹難に、南会と臨海会長との協

議・合瞬選考方式によって前職・発職の再任で終燻していったのに薄して、宇

治繊醸毒の市長辞鉦が毒長公選運動へと発展していった理由は、市政翫舞勢力

の共講縫争が軍鶏に成立したことであった。三重桑の戦後の労働懇合の再建・

結成は、欝妬年i擁2娘、三重察労蟻懇合協議会の結成大会麟宇治山醗議の神

都会館で麗催され、露継合が参撫したことから醗始され、急速に進んでいった．

三重察では、戦前の労働運動・無産政党の中’む・は、松阪毒であむ、また、戦

前・戦中に紡績工場や軍需金属・化学工場が多く立地したのは、津、瞬馨毒、

桑名の各市であったから、宇治出題市に労働運動解大きな勢力となる条件は乏

しかった。しかし、この協議会の結成大会には、宇絵毒覆審の荷馬車縫合、三

重交通餐業員縫合、神戸製鋼所由綴工場労働維合から代表が参擁していた｛鋤。

　また、2月鴛馨、宇治山綴霧では、昆瞬行錐支持者懸棒愕堂会誌代表の購

哲斎次難｛繃帯会議員ら潜、東窟から三懇村鱗難燭を招いて「貫主戦線を饑く

会3を開催した。そして、三重察労働縫合協議会遅事長に就任していた三重定

擬バス従纏委員長の大磯峻峰をその鐙諸役に選欝して、r新醤本民主建設運動珪

を具体的に展醸していくことにした（鋤。三隣村は、当時馨婦均ぶ提唱した民
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主人鍵盤動の事綱メンバーで効、やがて、i鰯年窃の駐人民齷

齷立大会では、その教育宣伝部長に選鐵された。

　つづいて、2擁欝馨には、神宮奉妾部大麻課に鍵業員総合が結成された。形

勢神宮は鴛妬年i月に宗教法人とな吟、3肩には神宮司庁麟廃銑され、同時に

神宮奉賛会解疑問極体として設立された。しかし、この闘神宮同庁の仕事は灘

減し、休業振いの従業員の生活不安か塔大していた。神宮覇庁は総合が結成さ

れると、直ちに懲名の緯合員を解雇した．これに薄し、三重察労鱗縫合協議会、

霧本共産党三重娯委員会、宇治海馨箏戦災市費生活擁護会の三者は、大麻課往

緯支援の共欝縫争を展麗し、神宮欝庁と交渉した結果、解雇撤羅と縫合承認に

成功した（鋤ゆ

　このような事態のなかで、斎藤蔽の辞任が公表されると躍舘・宇濾

出蟹毒の新饗本喪主建設運動は第一曝委員会を醗催して、「再建馨本の民主化

啓蒙運動まの第一着手として、斎藤毒長の後錘選挙に民意を尊達してr各町内

或は翻で繊投難はって候補者を選達ぶ蔽公選を撫した晦こ煽謝

し、宇治山懸議会は、3月中に3度毒会協議会を擬難して後任楽長の選考方法

を検討したが、絵紙で毒民の意陶を質すまヂ選考準備委員会で候補者選考の骨

子を定め、これを市民に諮る墨などの意見鱒猷ただけで・合意鱒成立しなかっ

た、、、，。そして、3鐸28露こ内務省から後任毒長推薦命令が通達されると、よう

やく、市会は後任問題を具体化し、策議院総選挙後の4月捻臥麟馨毒や津と

懸様に斎会と町内会長との後任市長推薦懇談会を開催した・この懇談会では・

町内会長羅から新市会議員に後紐毒長推薦の資格ありゃ否や操r甫会と臨内会

長から銓衡委員を選懲し後任毒長推薦に臠する具棒的方策を協議しては3罫後

任講授に露する希望、銓衡方法等につき、薦民の輿譲調査を行ひ、議会麟これ

を参考にして毒長を銓衡してはまなどの意見が鐵た煎結縄・市会が選考の具

体案を決定したうえで、それを第二穰議会・町内会懇談会に提案することにな

　つた，，、、。そおで、市会は胡欝譲第一罎推薦毒会を饑き、H名の選考委員を選

　虚し、嵯月i8弩、2蝦には選考委員会が醐催されて候補者の物色瀞醗始され
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た幽｝。

　これに嬉し、宇治毒馨民主瞬蟹は．4舞2§譲、醇内で霧長閣題演議会を闘難

し、三重労協の大織綾峰らが市長公選の必然性を強請して、「われらは市会独善

による議長推薦に絶薄皮薄す藩「われらは毒長公選による市長候補を斎会におい

て推薦すべきことを要求すfという淡議文を採摂し、毒民運動を騨始した．疑

主構盟の成立遜程は不覊だが，2擁中旬の神宮司庁大麻諜労働争議支援運動を

母体にして、市内の労鶴・革新勢力が結集したものと思われ、5馨下旬にはそ

の参蕊鐡体は28におよんだ。筏主翼釜は、翌馨の透丹2鍛午前r驚致民主化は

あくまで毒民の手で」嘘長は毒疑公選で」と墨書した籏を先頭に市内をデモ

行進し、薦民から演議会の淡議文に羅する賛羅署名を集めた。デモ縁は、午後

には覆没辮で選考委員会の委員長に浪議文を手渡し．市長公選を要求した｛鋤．

　地方、毒会の市長選考委翼会は、発藝本赤十字臨馨病院長、神宮少官爵、詫

騰善之助市会議長（鶏などを候補者にあげて検討を醗嬉していた。しかし、町

内会長の…部や浸主欝蟹から、市会の態痩に鰐する概覇がおこったため，市会

議長は、4罵22馨臨時毒会協議会を縫絶して、後任市長の選考方法の再検討を

決定した幽。4鍔末になると、内務大盤への雛薦難鐸（連月27ωを過ぎた

にもかかわらず、市会の選考難業が遅麺していることに鰐し、甫疑から非難の

声が高まった（尋4｝。

　5肩i嚢，宇治出醸市のメーデーは薦のため、近鉄宇治毒欝齪待合室・駅前

広場で舞舞催され、神戸製鋼霧鐵懇工場、三重交通、三重定幾などの労働癒合、

戦災者生活擁護会、共産党鐵灘地区委貴会など鴛毯体約2，§暮暮名が参集した．

メーデーのデモ行進は、外宮蕪広場で毒民大会を挙行し、大露峻峰が議長とな

って共産党と宇治蜜懸民主瞬盟から提案されたr戦鋳莚爺確会は麟時総辞職す

べし」という決議文と聴当局ならびに議会は市長公選を灘時実施せよまとい

う要求書を可決した。そして、デモ隊は市費大会代表を選鐵して、その決議文

と要求書を醗島致吉毒長代遷と詫縄帯会議長に鍵思し、羅答を求めた｛娼．
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　〈帯会・町内会の推薦母体翻〉

　このメーデーの要求書は、翌嚢5欝2馨の第3園選考委員会で検討されたが、

そこでは選考方法について、毒会・町病会長・一般毒疑代表からなる合瞬選考

委員会解候補者数名を選定する、一働帯一票の鱈任投票とする・という内容の

中鷺的な公選案赫議論され、鰹方、瞬時に羅定方鋭に従って前彎の躾補者のな

かから略の適任者を選んだ．しかし、献や駐礁蹴鞠影響したため

か、5舞4馨の選考委員会では、鎗歳以上の男女布浸による薩接選挙とする、

市会琵名、町内会代表難名が候補者数名を推薦し、あわせて選挙管運にあたる

という推薦母体麟の露長公選を実施することに決定した（娼・公選盤譲・運動と

華会の推薦権の確保との妥協の産勃魁この推薦母体麟であったといえる。

　この三重漂のメーデーでは、南牟婁蔀鵜殿材でも村長・轡議が総辞職を余儀

なくされ、後任村長の公選は鰺歳以上の男女の一般投票によって実施されるこ

とになった鰍。

　このように、5舞上旬斎会で毒長公選の方向が決定されたものの、宇治出蟹

市の市長公選選挙はなかなか具体化しなかった・メーデー以外では・斎民の公

選論・運動は盛滲あ解吟を欠き、躾補者選考炉察逡立候補鱗でな恥ため、各致

治勢力の動きは公然のものにならず、毒会騨公選の夢一ダーシップをもちつづ

けた。そして、毒長候補を推薦する市会・瞬講会の第i罎合縁委員会拳灘催さ

縦鰍、勤やく硝2鍛で、賄躍挙耀貼と喉補者人選の根本方
鋭」から綾討されはじめた。5擁3蝦の第3鬱念瞬委員会では、有権者名簿の

確定につづいて候補者の内諾の意思の確認のうえ・その資格審査を察当燭に依

頼することにした、珪、，。そして、6湾8蕪の合縁委員会で、やっと追放令該当被

疑者と辞邊者をのぞいた欝名の候補を選定し・6禦矯の南会協議会で・合麟

委員会の報告を受けて候補者と選挙禦霞（6月欝欝および選挙管瑳総羅など

を決定した（鋤。

　地方、この5月中旬から6月上旬までの一か月潤、串長公選を要求した宇治

出額蔑主簿蟹は、活動の重点を食糧亀機突駿と広域の民主戦線繕成に移行させ
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たためか、市長選挙に露虫立候補麟を裸馬させる運動や、合講委貴会の候補者

選考を撹覇する運動、あるいは革新滋が合蕎委員会に参擁する運動は強力には

実施しなかったようである。費主構盤は、5月鎗舞、市長・食糧難題演説会を

聡き、5月下旬には、神宮講庁などに帰する隠匿勃資摘発を実施し（鋳、さらに

6月5舞には、民主講難が縫曝する形で、官公畏合鋳の食糧猛機突破薄策協議

会を市内に結成させていた。そして、6丹鎗購こは、南勢畏空谷灘懸盤繕成大

会を挙行し、f食糧必需勃資の大疑管還」とともにF宇治毒醸寮長公選に繋す

る要求貫畿を決議し、それを馨島霧長代蓬に手緩したが（鋤帝会・購内会長合

講委員会の候補考選考を変えるものにはならなかった。

　また、縫会党宇治識瞬支部（勢南支部〉は、5罵上旬になって上灘音市中央

執行委員の捲導のもとに、ようやく結城準備懇談会が醐かれただけであった。

6肩9馨、馨本縫会党三重県支部連合会は、津講で察下賀支離麟参撫して、よ

うやく結成大会を覇催した。

　そして、授蒙薮潜あと数鰯こせまった6層25醤、購勢民主各灘懸盤、歓会党

勢欝支部、宇治鐵欝毒青年連盤は、帯長選挙に関し事当局と合瞬選考委員会に

薄し誓即時推薦母体を撤廃せよ、毒畏候補は嚢趨候補なるべし、薦民の手に蟹

む驚長公選を行ふべし」という要求書を経鐵し、轟轟立候補を認めない選挙は

ヂ偽装公選重であるとして反鰐声瞬を発表した｛繍。

　〈低講におわった公選選挙〉

　6月下旬になり、毒会・町内会の合岡委員会から推薦された欝名の候補のう

ちで、立候補を辞退せず、有志や支持者潜選挙運動を醐始したのは、瞬竹斎次

郎（濃会議員、響堂会代表／、小躰蓬太郎（議会議員、娯議〉・慶谷縫夫（台湾

総督府書記官、弱揚者／、部茂徳（台湾総督府書記官、強揚者〉、森羅久造（前

恩給金庫名古渥支店長〉の5名｛爾だけで、籔島露豹役、北緯斎会議長ら5名

は躾補を辞遺した〔紬。宇治山濁霧会では、戦前から詫灘滋と小林諏が講堂灘

係にあるといわれた。各候補の選挙運動は、6肩25舞から騰始され、街頭での
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名華繕9り、潔スターの貼｛せ、戸磐馨訪懸など渉おこ1なわれた。6擁27翼には、毒

疑有志の主催で宮町本願寺で立会演説会が器催されたが、各候補の抱負に独嚢

姓は乏しく、いずれも当露の戦災復興、戦災者・撰揚者救護から将来の観光翻

霧建設を揺象的に掲げただけであった．投票直蕪になって宇治山露疑主購盤は

購磐を支援し、尾麟行雄も購暫に推薦釈を鐵した。小林候補は嚢密党．慶谷候

補は社会党、森灘緩i補は欝身地透隣である宇治地区4か驚の購内会長の推薦を

えた。

　宇治鐵露毒の毒長選挙の結果は、次のとおむであった（鋤。

宇絵禽絹旛の寮長公選選挙（欝蕊年6擁鎗講

者
数
率
哲
躰
谷
　
購

権
葉
栗

有
段
投
陽
小
慶
柳
森

35，395入

i3，23i票

　37、塵％

斎次簾（畏主扇蟹支持〉

叢太蔀（麹露党推薦〉

隆　夫（桂会党推薦）

茂　徳

久　造

5，瞭凛

逢，39i票

2，392票

　7§4票

　5艇票

　投票率は37．逢％ときわめて低く．丞肩の衆議醗総選挙時（76マ％／の半分に

も及ばなかった。当鎌ま聾天の舞曜馨であったぶ、市内で長蛇の行爽ができた

のは、鴛か翫の投票辮ではなく、煙葦屋の唐前であり、それは値上げ前の欝索

藪売のピースを買》・に集まった人々であった。夢解勢新驚垂は、これを毒疑の

毒致に靖する無縫心を離弁に勃語るものと評した愚。投票率は、購腔、小妹の

地禿である中島蟹畏学校が52％と高かったが、周遊農漁村地籔は器％代にとど

まった。しかし、公選の結果は、当選者決定得票数（有権者数の6割を候補者

5名で除した数の6割以上（2，騒§票以上〉を獲得した躾補者がいたため、投
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藁蕎魏と朝憲された。

　ゼ撰勢新羅雛は、抵投票率の漂露について、i〉甫轟轟の宣伝不建、2〉推

薦母偉観彗に難ずる革新系懸体の紅鶴装公愚声騨こ共鳴した有権者の選挙拒否、

などもあるが、最大の原霞慧、3）酸鼻の現実と食糧危機に直面しての市民の

政治への無縫心であろうと解説し離、戦災復興に越えて、神宮の衰退、皇学

館大学の廃学という難燭に直筋する宇拾繊穣毒にとって、「議長選挙に現われ

たこの現象は民主§本再建途上の一遺憾事だ」｛働と憂慮した。

　縫方、夢解勢新灘は、罫従来から神宮鎮痙の地として、とかく官僚帯長が歓

趨され保守的牲賂をもつ岡毒で達躾補者のなかで元官吏解惨鼓し、讐堂会代表

の毒会議員が当選したことはF大いに費主薦長選挙の意義潜あった熱縛替潜

罫終始一貫した謬堂翁の支持者として、また．常会の特異的な存姦として、ひ

たすら渓主街道を歩んで来たことが、毒民なかんずく壽年大衆繕に受け容れら

れ勲績》た、　と評痛した。

　7鍔欝欝、臨時帯会が罷かれた。そこでは一議貴嬢棄権率の高さを穣縫に選

挙無劾を主張した嚇、結局、薦会・町内会長合隅委員会の報告は賛成27、反蝿

2で採摂された。ただし、購竹を毒長候補に推薦する件は、賛成i8、反射憩、

無効iという意外な結果とな雛、豹変議員に薄して毒民から葬難の黄漆あ解っ

た（働。

　馨本共産党（中央〉は、のちにこの宇溶出繰辮の霧長公選を、薪共産党推薦

候補者が大秦籔体の支持を得て縫ったもので一……選挙の結果はわれわれの綴

の候補者が見事に当選した達（働と述べ、民主戦線によって地方政治を民主化し

た成功倒として紹介した。しかし、これは選挙の遍程についての誤認と選挙結

果についての遍大評優であ鯵、宇絵幽霧海の甫長公選は革新濠および毒疑レベ

ルの公選盤論・運動、実施された公選の方向、選挙結果のいずれの点で転そ

の不充分さや低速ぶ馨をしめすものであった。
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3　醐縛帯

　〈戦前・戦中の市会と南長〉

　辮麟毒は、雄勝年、鰐綺町、大麟町、御幸村が合憐して市灘を施行した。擁

綺は、饗露戦後から開始された工場誘致と海岸埋立てによる工業地帯の造成に

よって、すでに懲臆年代には墓浜工業鏡帯の中央部分を構成する重化学工業都

毒として成長し、さらに薦麟施行後から欝欝年代には、内陸部における4町7

榊舗揮需工場の進蹴よって、戦時中焔3蛎の新興軍需工業都隷発

展した。鱗麟は、兵庫県の尼麟毒とともに、戦麟・戦中の工業化と都南化蓬最も

著しかった懿徳であった、碁毒，。しかし、罫反藤その発展溝急激のあまり、無秩序な

工場施設の濫立等塞の結果、交通、猛宅、公害など深劾な都毒開題をかかえ頃

本のマンチェスタづは牒煙曝、編生鄭凝しての瀦細結かった・

　そして、この戦麟・戦中の工業発展を、浅野・安霞系財霧をはじめとする財

界人と提携して推進したのは、地発の政治家たちであ甑その政治勢力と婆一

ダーは、臆2倉年代までは類耀織欝地域の商人と鍵主たち、綴織欝長を歴澄し祷

代市長となった層拝泰助（栃木商、貸地貸量業、憲政会〉であ甑欝鎗年代以

降は内陸部の企業家的地主勢力を基盤とする政友会系毒会議員と戦時中に議会

議長・県議となった金趨不二太露（建築設謙業、政友会〉であった。

　燐鋳市は、戦前・戦中、衆議醗議員選挙では、政友会の鈴本喜三鄭（→野欝

妻一〉、縫会大衆党（吟岡交会〉の片出替という両党の大筋政治家および民政党

の野離武夫の地盤であった．縫方、帯会選挙では、表27のように、政友会（敬

友会〉が優勢であ滲、中立の市会議員をはさんで、罠政党（購志会〉および縫

会長衆覚との鷺で激しい掃立・銃争をく蓼かえしてきた。また、19鰺年代には、

癒海部の労働者街を地盤に土井直作梁議・毒議を夢一ダーとする縫会大衆党と、

購懲篤太郎祭議・甫議を夢一ダーとする蟹家桂会党（のちに愛蟹政治局鐙→嚢

本章新党→目本書年党〉が市鼓舞に進鑛したが・これらの無産潔斎議は・翼賛

市敢実現の推進力となり、薦会での市政翫判を封殺し挙毒一致の鞍争協力を主
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表27　撰綺講会の党滋鍵構成
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136　1 馨 1　鱒

罫灘崎市議会塗　通史纒　第圭巻雲よ捗繹域

張する勢力になっていった．欝鎗年鎗擁の憲会では、土井直作市議ぶ町内会体

麟の発足について、大政翼賛、下意上達、上意下達の新しい国鶏鉾麟を作雛鐡

すもので．致党が解消され、饗来のような政党薄立による賛成反撃嚇なくな撃

「市疑全体が一色二塗夢潰サレ、オ互ガオ互ノ膿分ノ上二於テ大政ヲ翼賛ス

ルま形勝できたと市会の審議をしめくくる発書をしていた。また、後透する江

邊市長を推薦し、後援した急先鋒であったのも土井嚢搾であった（餓。

　政党解溝後に実施された欝馨年9擁の第5囲毒会粛豊選挙では、敬友会39ユ

％、鶴志会22．4％、無所羅（馨縫大〉8．3％、塗立（灘愛鑛政治疑盤を含む〉

3§．2％という会派幾得票率であ参、醸政友会勢力が2i議篤の縫薄多数を獲得す

る猛勝であった。

　また、旛会議長選挙では、表28の㊤のように、欝28年9鴛の民政党、中立、

縫会民衆党の連携による民政系中立の議長と縫民系麟議長（晦襲〉の選畿の倒

をのぞいて、一貫して政友会（あるいは致友会が支持した／議長を選思してき

た。そして、欝総年から欝年鷺市会議長をつとめた金蘭不二太麟ま、欝28年に

薦議に盛遷して以来、政友派の論客としてならし、民政系毒長の追い落としに

活躍した人物であ穆、欝39～鶉年の毒長選考では政友派の毒長候補にあげられ
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衰鰺　鱒綺霧σ〉露長と霧会議長

①　講授

擁
2
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　任　　　擬
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　　経　　　羅

ノ1麟町長

書森猿知事

奈良察知事

神奈鱗桑警察議長

晦桑果知事

福島県知事

福島梁無事

毒会議長

②　華会議長

窮
2
3
謹
5
6

代
代
代
代
代
代

氏

　
藤
井
藤
島
藤

森
盤
石
斎
矢
斎

　名

安治鄭

栄　秀

都之勝

幸一鶴

七　藏

幸一郎

7～8代　　金麟　不二太鄭

　妊　　　蟻
玉92護．　9～i§28．　9

ig28．　9～董§28．i2

ig2§．　i～ig3i．　8

ig3i．　8～ig32．　9

ig32．9～i警34．8

ig3壌．　8～ig36．　§

ig3§．　9～i§通6．　7

　　党　　　諏

致友会

民政系中立

浸政党（政友支涛〉

政友会

政友会

政友会

政友会

たが、政党色が強すぎるという蓮霞で、縫会派からの反発があ甑霞長職を断

念していた｛㈱。

　このような癬麟毒会は、表28の①のとお鯵戦前・戦中に、毒麟施行の勢労者

であった糊代毒長石井泰助をのぞいて、内務官僚出身の輸入毒長を選産してき

た．そして、第2代春藤と第4代中渥は政友会の鈴本喜三鶴総裁の推薦によっ

て、第5代から第7代までの中立系毒長は内務省と神奈趨桑知事の推薦と市会

各濠の協議（→満場一致〉によって選趨されたが・これらの輸入市長は・水道

事業などにからむ毒職員の汚職、霧村合群の不手際、輸入高綴職員と地発生え

接ぎ職員の靖立、市長嚢身の腰掛け意識や地方懸体軽捷から生じる職務怠慢・

公金濫費・帯金無規などの行為を選霞に、市会から激しい数判をあびて、護年

　　　　　　　　　　　　　　　　一37一
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の任簸を全うできないか、再任を掘否される者ばかりであった（紬。

　数戦羨後の事故を握当したのは、京都毒助役から懲毅年5月に鱒麟議長に就

任した江透清夫であった。この時の毒長選考では、瑳職の村弄再選海と新進起

濡灘とに市会議員が分かれたので、r決戦下満場一致での推薦達を実現するた

め、新人をさがすことになった。そして、推薦畜会は、毒長候補の選考条件と

して夢8時馬認識二徹底シ積極果敢二事ヲ麺スルそノ、鱒内務省及県方嚢トノ

連絡二跨滑雲霞ヲ有シ得ルモノ、鋤衛内ノ政治勢力二拘束ヲ受ケ、又ハ遍査

ノ譲縁二捕ハルル撤麟モノハ之ヲ悪遊スベク、蠣全ク新人ヲ繍スルコ

トま，、、，を提示し、人選と接衝を選考委員会（金麟不二太郎委員長〉に委任した・

戦時下の市長人事は、帯蔑にも講会にも基盤をもたない輸入毒長の性格を一屡

強めたものであった。そして、江辺の毒長就任は・結果的には察知事から強要

されたものとな警、薦会は江辺の就種条件として毒長俸給5蓄弓1上げ、毒長交

際費倍増、市長と勝役の公舎購入をのまされた。それで、薦会には、全会一致

の推薦にもかかわらず、この人事にしこ滲解残った。江辺毒長は、就任と瞬時

に古参の3人の部長、2人の課長を意麟に沿わないという蓬襲で解任したσ翫

i年後の雄蕊年7月には、森馨劫役も、市長の猜疑心のため辞職に遍い込まれ

た（驚。

　（町内会長の南長辞任要求〉

　数戦を違えると、欝薦年5擁の退緯まで、江辺毒長はその失政・失態を次々

と灘痘てられ、毒庁醗鰻のなかか轍糀あびる勤になっていった・

それ，は、吏員の首のすげ替えばか諺で毒庁内に不安をかきたてた、内務省の連

中を公舎に集めて供応三珠の毎馨を送っていた、空襲時と終戦鍵診に帰郷中で鱗

瞬薦にいなかった、中丸子の公舎で爆仕事に夢中で戦災復興にも食糧確保にも

無為無策である、福島県知事時代に大政翼賛会桑支部長の職にあ甑公職遮敏

令に該当する、などであった、職。すでに桑海で、響45年鴛擁には鎌倉の毒長

が戦時行政の責任をとって辞任して納、隈簿4肱はノ瀬原で市長の辞任
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をうけて公選運動が成立していた・

　そして、これらの続報こもかかわらず、江辺毒長が居すわ吟の態度を変えな

かったため、町内会、議会、革新・労働勢力から江辺寮長退瞳の主張が形成さ

れた。まず、毒長翫甥の声をあげたのは、一部の町内会長であったが・それに

は、江辺市長を推薦し．その失政を放置してきた市会への撲覇ぶ含まれていた・

隔年麟撫，空襲噸灘た禰駆の知納会齢会9購会長会
議は、罫戦災地復興の遅れてみる瞬以は、毒当馬に熱意乏しく怠慢による恵の

だと激論購雄て、江透議長の責紐は重大であ敷畳瞬衛長の馨常の動婬にも種

々遺憾の点有るをもって、我々は購毒長を儀任することができぬから、この際

潔く辞職すべきこと、また露会も繕ら反省することなく・かかる不適任寮長を

そのままにして置くの財しか鵬毒・胴離総辞職すべしとの強硬榊合せ

をなし．猛運動を続けることになった鼓マ3｝。

　参擁した野内会長たちは、「あんな官僚に市致をあづけていたらどうなるか

判ったものではない。速やかに辞職して貰って、我々としては、………真に毒

見の代表者である毒長に来て貰恥たい。また毒会議員は蔭に顧ると毒長不懸錘

を需ふのに、鋳故市会で不倦任を表萌しないのか不思議だ・市会議員も結漏同

罪であるから、みんな揃って辞職し新しい空気で鐵甕して貰いたいま傭と交々

に墳鬱した、そして、町内会長たちは翌葺月26鉱毒役瞬を訪れて・勝役に戦

災老優設住宅の素養工を諮弱し、毒長不信種を表隣した。

　なお、隔月に結成された社会党神奈燐漂支翻は、一般的なスローガンとし下

　新官選毒長薯撃」を決議していたが、直ちに漂内で官選寮長退陣をめざす運動

をおこしたわけではなかった飛知

　燐綺嬉甕の町内会長たちが．市役醒に押しかけた背景には、戦災地の窮状が

あった。燐鋳薦は、欝45年4鍔蔦騒の大空襲で、霧砲纏要藻の大部分を焼失し

東部の商工業地帯は毒役所だけ残して焦土と化していた。そして、罹災戸数

38，5錘戸（妬．6％〉、罹災者欝4，戯6人（遵4薩％〉、死傷者蔦，7麓人という被害

をうけ、鱗綺市の欝45年登用の人縫は、i8万人に半減した（簿。とくに、東薬の
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綿織・醗鶴地籔はその後の会琶、工場の人員整理も趨わ眠人麟ま絡万人から

5万人へと激減した、逆に申露都の中原、高津、種羅地懇ま、粥賭、避難者

の流入によって6万人から難万人へと館増していた｛驚．薦当局は、戦災地に応

急鷲策として仮設建宅を建設することにしたが、材木不足のため婚妬年3肩ま

でに建設した旛急簡易住宅は鴉声にとどまり、多くの罹災者は燐麟毒を離れる

か、焼け残った小学校や工場の寮で駿容勝生活を余儀なくされていた・

　ところで、江選市長に辞職を要求した町内会長たちは、形式的には戦時中に

江遊市長によって懸命されたいわば官選町内会長であ吟、地域の戦争協力の捲

導者であった。そして、簿妬年の年末になると、神奈鱗梁下の各霧では、食糧

醍給への不満を背景に、甫疑の鶴から町内会長への撹覇と驚内会の疑主的政経

が提起された。すでに、瞬麟毒小海町内会では鷺罵劔匂に町民の総選挙による

役員選鐵が実施されていた（隅。また，横須翼毒でも、年末に2つの町内会で

f会長以下全役員は責懸を痛感し、率先して全員総辞職し、一肩六嚢町内一戸

一票の民主主義的投票をもって新役員を決定し」ていた、ところが、i欝上旬

に闘催された第2園県下6薦町内会自治懇談会では瞬内会長は末蠕における

戦争責任者ではないか、この溺題をめぐって案下の嚢治懇談会でも穏当議論さ

れたものだが、横須賀市から参擁した霧海会長は辞職する要なしとして、幕内連

合町内会長会議も瞬開題に絶しては深く鮭れるところがなく今舞に至った壽（驚

と鞍道されたように、醗内会長の戦争責任問題はそれ以上拡大しなかった。

　そして、県の町内会嚢主化の方斜をうけて、i鴛2膿に醗催された第3騒察

下6市町内会欝治懇談会では、戦争責任の縫題ではなく、民主牝の繊題として

醗内会の趨走と役員選任方法が議磁化されることになった。そして、籏須賀市

の場合は、戦時中の町内会長は総辞職することになり、3丹重目一戸一票の投

票によって役員改選が実施されてr町の顔役を一一擁」した｛灘。それに嬉し、燐

輪毒の町内会長たちは、i∫離6欝の連合驚内会長会議でいちはやく幾程・準則

を廃止して2月i舞から露主的運営にすることにしたものの（鋤、一部を熱い

て戦錠中の町内会長がそのまま居すわった。また、燐綺驚の方針も、現職町会
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長の総辞職・改選を要求するものでなかった｛泌。耀織布で野内会改緯・役員公

選磯騒溝燃するのは、蔽公選実麟醗鰯年嘱であった職

　欝薦年玉月26譲、綴織、轟轟、大麟の3地区の町内会長6人は・市内の全町

内会長に幕政の粛蛋窮朗髭を要求する毒疑大会準備打合せ会の醗催をよびかけ・

「緊迫セル現時馬ヲ打麗致シマスニハ嚢治ノ最下部纏織タル吾々町内会ヲ通ジ

テ、燃工場ル市民ノ声ヲ政治二反瞭サセル事が簸モ重要ま｛鋤と訴えた。そして、

i擁28蒙に聡縫されたこの打合せ会には、騰余名の町内会長が参撫し、碁戦

争麗罪人の追放、2）毒浸食生活の確立、3〉青酸の改革断行、虜住宅建設

の促進、5〉戦災考・復員者援護の徹底、をス韓一ガンとする復興捉進摺麟市

民大会を毒役誘前広場で挙行することに淡足した断。この薦民大会は、2鰐9

馨．海内会長有志主催で醗催され、霧海会長たちは毒政の乱賑ぶ撃を葬難し、

江透市長の灘時辞職と市会総辞職を決議した（繊。

　（議会と革新・労緯勢力の議長退陣要求〉

　燐麟畜会では、2鰐欝欝の全員協議会で、金麟議長潜先馨の甫疑大会で畜

長・毒会総辞職の決議があがったことを報告し、薦議に意見を求めた。しかし、

社会党の笠井儀郎幕議ひとりが、江透毒長の戦後復興につ雛ての行政責任を追

及し、あわせて毒議総辞職を主張したにと縁った縣また・瞬28雛招集

された予算市会では、瞬じく琶会党の土井薩葬市議が」議長は追放令に該当す

るも、現職の故を以て辞めなくて駄いとい納務省の鰍を持してみるめ

だが、全蟹各毒長にかかる鰹は一、二を数へるにすぎず、この際潔く辞任して

市政の一新に資すべきである重、働と遠べ、露長の辞任と市会総辞職を要求した。

しかし、像守系毒議は、薦長を概甥すれば市会にもその責任が及ぶ・i饗無産源

の笠弁・土井謁毒議はむしろ戦争筋力と江辺擁立の推進者であった、と主張し

て被会党市議の意見に隅講せず頬冠移して通そうとした。その後、江辺毒長が

辞職不要の懇護をとりつづけ．換えて毒会での答弁が不誠実であったため、よ

うやく3月8購こなると．薦会は毒長が辞職する気がないなら予算案を議淡し
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行政鮭会譲葉　第蹄巻　第エ号

ないで市長不倭任案を提鎧する意蕎であると表暖し、鋳内会長のなかからも市

峯燭への協力を臨わるという声麟鐵てきた。そのため、江辺毒長は3月9露こ

樋当な時類に辞職する」と羅答した∈灘．

　畦月欝欝の衆議饒議員総選挙（神奈辮全漿麩、定員鷺人、3名連記1では、

燐綺毒は、有権者93，986人に薄し棄権28，396人で投票率簿％であ箏、党灘尉得

票率は、縫会党が鎗・8％で第一党、そして自由党29，護％、進歩党7・8％、共産

党7．3％、諸滋・無琢露盤．8％とつづき、縫会党の躍進と進歩党の凝落が顕著

であった。また、地元の廃職は金員翼賛議員で公職遮敬となって姿を濃し、跳

元の保守党候補は一人も当選できなかったが、蠧毒党から立躾補した金麟不二

太躯（斎会議長）は落選したものの、市内で第2位22，983蒙を獲得し、鰻政友

会の地盤を確保した。縫会党は、荒磯藝が全県、構内ともに第工猿、土発薩作

が全渠6位、憲内3位で峯遷し齢〉、革新票をまとめるなら藩長選挙に勝利で

きる条緯を獲得していた。

　また、この選挙では鱗綺驚でも有権者名簿の脱落が彗，総書名にのぼ参（鋤、こ

の翼題でも、江辺毒長の責任解追換された。そして、南会も毒庁内の職員も、

江透講長は総選挙の事務終了をもって辞職すると予想していた溺、江辺は依然

として董式な辞任を表隣しなかった｛鋤。

　i鱗6年5月になってから，新たに江透毒長退緯を要求したのは、共産党京浜

地藍委員会と神奈辮県警鐡縫合協議会（労協〉の東芝堀辮町工場労働縫合であ

った。燐綺および横浜衛鶴見地籔の労饒総合は、墓鋲工業地帯の労働縫合運動

再建の中心であった。まず、屡本鋼管鶴見製鉄齎、地員自動車、そして東芝各

工場などの労燧継合は、巻鬚疋一ら嬢全協・合評系の指導者のもとに、欝46年

i∫諮秘、第2園神奈解地方工場従総懇談会を灘催し、神奈照察労働総合臨議

会を結成した（6暮総合、3万人）・縫方、瞬総譜盟系の活動家は、労協に蝿航

して欝妬年2月3雛総譜盤娯連結域大会を挙行し（嘆8総合、2万逢，G暮0人）、三

本治魏が会長、土芥直作が灘会長、笠井儀臨が主事に就任した。この3人はそ

ろって現職の鱗綺毒議であった。総瞬盟には、葭本鋼管鱗麟製鉄藪労継などが

　　　　　　　　　　　　　　　一蓬2一



　　　　　　　　　婚妬年の毒長公選運動⑤（窮月俊洋〉

観した、、，、．醍勤の廟磯馳卿労離合運動は・囎鞭磯上

段雛駐化、搬盤麓理、総懸が雛撫縁る縫踊戴食糧
麟を麟猛て欝、また、労縦離とす碓会喚産醗は・轍縫争

や韻との蠣鵬拙さ勧で継挙巻こ突入していた・そして講細鱗

繊は、労鰍総礁の軸で劾献め、かえって鱗が戯しにくかった・

廟の第胴復溜一デ磁、雛、労鶉論躍磯づ一デー鵜本蜘

もと群行隷、駐眠輔の髄、雛糠嚇発・擁管麟蹶然
ど醸議熱た．しかし、こ纏機会とする全贈な続戦線繍の鍼1よ

舗勲殿で稼魏勧旋．そして灘稗飾では駆脚紛織
醸成隷、こ縛駆労磯厳食翻争礎い手となっていったのに総

て、雛齢連本部鏑る購だ毒雛地区続鰹縦結療醜かつた・

　5月にはいると、簿麟毒と吟わけ戦災地の食糧難は深麟とな甑遅欠醍は一

般家麟鞠％、蝪の寮碑騨昧加た・そこで・メ｝デづ終了す

ると、鵜維舗5脚継鰓脚東芝堀購蝪謙「懸突破麟耕
鯖載大会廼離した．この大会では洪麟の轍駆類碗野獣

鰯謙をつ勘、東芝各揚揚§，㈱綿・躰ビク外か撒酩の労

鯖鯵鰍た．そして、参鰭はr鱗突断進確紅なって／縫麟舗

瞬しか蹴．大会委鄭、灘蔽絵慰曝醗の購醜・食糧繊
贈理、灘蔽購、雛糠磯発漣要勲た・こ雛は・饗縄気
三麺蝶蛇の労鯖代難酩も合瓢練憶た（昏4｝ルかし灘蔽は

履興事業餓ってみるか榔時購1拙敷い鶏腿瀬髄麟した・

そ麺、大会麟灘5解練芝労纏どか漁§名を獺して浦会議場

で再醐蜘労鯖献大会を離し、灘蔽捷離臨て隠匿糠の

人駄騒鯉、戦鞭鰍遡蔽の購購げ卿食糧鉱囎理次
配遅醗曝耀細腰起た．しかし、灘蔽確認したの灘1蜘

食糧韻蟹頚会畷凱そ纏務馳鍛辮敵与えること趨で」退

鯨船ては蔽翫獣煮え鵬ず」大会騰都『大会鍛詠基締長
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鴛政経会議集　第欝巻　第i暑

は戦争麓罪人であるから遽かに追放するやう第八軍に練惰することとし、これ

に簿ぜざれば毎霞毎馨市役誘に押しかけ茎｛働ることにして解散した。

　その後、撰麟講民食糧管理委員会は、5月2醸横謀霧の野毛瞬公園に7，G§§

人を集めて食糧メーデーを麗催し、食糧人民管選などを要求した。縫方、縫会

党と総瞬盤集連はこれと騨行動をと磐、揖綺毒食糧醗鎗促進委員会を結成して・

5肩鰺覆役員が毒役所を訪幾して醗給の公歪化を要望した。

　以上のように、燐麟霧の場合、驚長退瞳要求は、鞍災地の購内会長の一部、

縫会党衛議を中心とする霧会、共産党・労協の食糧獲得労働者市費大会という

三者から提莚されたが、三者は時期がずれ、交流・連携することなく、その主

張は一般市費のなかに退陣要求運動を拡大することができず、縞馬、江透霧長

を辞住に追い込むこと潜できなかった。

　江辺毒長が辞鉦を余儀なくされることになったのは、庭接的には上認の三者

ではなく、庁内から告発された市費の濫費閣題であった．耀麟毒は、大空襲直

後の欝薦年5月に、各地証ごとに総合醍給勝を設置したが、経営の見通しを誤

ま参、その使途不瞬金は鎗§万需にのぼっていた。ところ麟、江邊市長は欝鶴

年3鴛総合醍給翫の解散にあたって、曝託の業者に支給するようにカモフラー

ジュしたi2万余響の解散手当の一部を、毒会の承認なしに毒長5，eG書雛をはじ

め高級吏員37名にお手盛滲で醍分していた。この瞬題は、4月下旬から毒殺漸

の従業員縫合と職員会によって摘発され、庁内から霧長・毒幹部翫舞の声が高

まった．そして、霧参事会潜5月下旬にこれについて会謙譲査を騰始すると、

さらに江辺市長ら市幹部は欝45年3月の市電の纏上げの際にも、蒋霧賞与をお

手盛滲で支給していたことも覇窮した（鰍。ここに至って、毒会は5月27馨緊急

の全員協議会を開催し、市長を麟弾して蹄時辞職を要求することにした・江辺

毒長は、瞬馨輯、薦会の開催前に麟役に辞表を提鎧し、6月欝馨亜式に辞任し

た｛働。内務省は7月欝欝を驚銀とする後任推薦を命令した。

一44一



欝蕊年の毒長公選運動／5／（窮月俊洋〉

　〈露虫党薄藍会党の公選選挙〉

　江辺霧長が辞表を提議すると、ぎ神奈燐新驚塞は、旛会内の空気を薪地方舗

度の改革嚇発表されたので新潮度によって選任すべきものであるとの意見に傾

いてまダ後任は公選かまと憶翻したが、5月下旬の段踏では、その方法は小懇

原撫と瞬蟻の町内会単綾の候補者推薦舞や警内会長による聡接選挙麟も含まれ

ていた．また、搬蕨の職磁、蔽鹸公選磯論畢媒体的には磁され

ず、毒会の覇籔が民主的方鶴に進むことを要望するというものにとどまった。

新蔽としては、官歴の鱒捗でない翫の人、韻とともに撚諏って働

いてくれる人が選懲されることを要望する声が強かった。縫方、はやくも跡役

や部長繍・茄人が立舗の鍵をみせていると髄さ縦軸書意｝・鹸濫費

問題で責琵を違及される立場にあ穆、官公吏懲身の候補の鐵馬はその後立ち構

えになった。

　6月露嚢、毒会全員協議会では、土井直作毒議（社会党〉が、薦民の総意に

もとづく毒長を選議するため公選の方法を採駕すべきと力説し、これがあつさ

吟再決された．縫会党は公選必勝を確儀していたといわれ（醐、霞由党の金製

派も総選挙での落選から立ち直参薦政の捲導権を確立する聾機とみたと思われ

る。市長公選委員会は市会議員全員によって構成され、その小委員会が鱗台毒

の倒も参考にして公選媛程を搾威した。公選方法は、碁2i歳以上の男女を有

権者とし、被選挙権者は26歳以上の男子とする・2〉選挙人名簿は6肩i嚢現

在で簿内会が搾威したものを科矯する、3）立候補受付は7月i韓～7β、投

票韓は7肩越欝、選挙運動嫁衆議院選挙に準じて候補者懸で紳士協定を結ぶ、

4）投票駈は瞬内会単位に欝5か醗設置する、町内会長を投票管理者とする、

5〉有効投票の最多数を得た者を当選者とする・などとされた｛i鍛・

　6月中旬になると、各党灘の候補者選考摂額在化した。保守系のなかでは、

村弁八躯元議長や進歩党の中野与右衛粥祭議の名前もあがったが、6月2銀霞

晦、進歩講堂の話しあいがまとま瞬、嚢霞党の金麟不二太郎（董鋤に候補を一本

化した・その後、金麟は申立系毒議の支持も獲得し・7擁5露こは保守三灘の
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合講に成功して市会内に新政クラブを結成した。新政クラブは、今後の毒会・

県会選挙にも合講で臨むことを申し合わせた。総選挙での縫会党の躍進が、牌

瞬の保守勢力を結集させた．縫方、廷会党は6舞器韓総構盤の推薦をうけた三

木治鄭講義謝）の擁立を決定し、全国趨の党人寮長を実現しようと、搾出哲書

記長が選挙運動の纏頭に立って梁醍をふるった。共産党は、小鐵源で毒長公選

運動を経験した内野竹’千代を立候補させたが、選挙戦終盤の7薄欝欝、徳穣賊

一書認長オ甥1麟講にはい鯵、工場代表者会議を瞬いて莚共両党と労働緩合の統

一候補擁立を提曝した。しかし、縫会党の三木はもはや時競解遅いと露辞し

た（童働。選挙戦は、保守連合と縫会党の激突となったが灘6》、一般毒浸の関’1》は

低調であった。結果は次のとお蓼。

燐綺帯の講長公選選挙（欝薦年7擁麓鋤

　
　
　
薦
木
野
灘

者
数
率

権
票
票

賓
投
授
金
三
内
小

玉鍛，M3人

62，2欝票

　5i．婆％

　不二太躯（警震党〉

　浩　　郎（社会党）

　竹千代（共産党）

　額　　八（無断属〉

33，322票

2尋，393票

3，護24蘂

　396禦

　この選挙で、投票率が低かった理磁としては．4∫蒙の総選挙から有権者が3

万人堰撫した解、被ら新盤民が辮麟藩政に無縫心であったこと、農繁期と重な

り内陸部の高津地琶で6｛》％、穏馨地区で57％垂こ達する棄権者嚇出たことがあげ

られた。しかし、むしろ戦災や人員整運によって佳罠が大量流饑し、その後大

量に復帰流入して、移動が激しいにもかかわらず東部の商工業地帯で棄権率が

4割代にとどまったことは、町内会ごとに簿5か辮の投票藤を設けたことの勤

果であると評極され。た。金鑼1禦と三木票は東部では互角であったが、内陸の農村
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部では金麟票ぶ68鵯をしめ、霞政友会地盤の強さをみせつけた。保守三諏連合が

革新勢力を舞えたことは、今後の市政募を方肉づけるものと注嚢され、地方選挙

での保守台詞解確約されたと報道された｛i倉恥　8驚i臥金麟ほ癖長に就任す

ると、まず落手したのは労政課の設置による労働組合嬉策であった。金華彗は、従

来舘灘身の輸入蔽と比べて眠薬鋤と謎鉱韻の人気繭かった・

　以上、趨鋳毒の議長公選の経遍を検討すると、第iに、薦長退陣要求の根擁

には戦時行致の責任や公職追放該当炉含まれ，、さらにそれが斎会概覇・市会総

辞鞭求を跳なっていたと幡、靴、糖道地方の蔽公選運動磁提と

樋する特徴を擁できる1しかし、第2に、／鵜磯合・きわめて輔から

霧海会長の問に毒長退陣の要求潜公然と成立していたという独露の特徴がある

にもかかわらず、換えて戦前・戦中の市会と市長の緊張縫孫（室薦に類似）、

敗戦前後の市長の失政と毒疑の幾覇（紬台に類桜〉、公職追放該当一有権者

名簿騰落一帯長宅の隠匿勃資摘発という一連の事件（八戸に類継〉など、寮

長退瞳要或ぶ毒費レベルの盤論と運動に撚大していく契機はそろっていたのに・

その後、町内会長と斎会と革新・労組勢力の退陣要求は、各々緩立的、衛続的

なものにとどま警、5月下旬まで江還寮長の験すわりをゆるした。第3に、市

長が辞任した時は、すでに政癒の地方麟度改革案麟発表され’、各地で市長公選

も実施隷て陳ので、蔽公灘黙視され議題灘灘齢羅鋸
形敬されず、むしろ早くから毒会多数諏の自由党金蘭諏も総選挙で躍進した縫

会党・総属盤も、公選での勝利をめざしていたと思われる（室蕩、鐡艶に類

懇）。市長公選は、戦時中からの地元市長躾補ぶ事会内蔀の繋立や難当局の介

入を罎遷して薦長に就錘する有効な手段として機能した（鱗台、銭鶏に類似〉。

尋　福緯斎

〈革新勢力の毒長公選運動〉

i㈱鰐来、綱蔽をつ勘て翫灘鵡美〔瞼8）は編騨纏であ

　　　　　　　　　　　　　　一塁7一



待政経会講集　第欝巻　第塗骨

つた．煙出は欝妬年違鍔の衆議続議員総選挙で有権者名簿脱漏の行政責狂を追

及され、つづいて5月i藝のメーデーで戦時市長としての戦争責任を追及され

たため、5月3嚢毒会で辞意を表萌し、5月欝嚢歪式に県地方諜に辞表を提饑

した（囎。すで1と3月には、欝38年以来、粛蓬毒会、翼賛霧会を振導してきた

陸軍軍人の理会議長高橋清葎が議長を辞任していた（生轡．

　4擁雑嚢、橿瞬講で前羅の総選挙の有権者名簿が約3，§§§名分醗落している

こと潜判窮すると、授票できなかった窟権者2総名解毒優勝麟に集合して、毒

当局の職務怠縷説覇大会を露催し、市長に4か条の詰縫状を蓬織して講授の責

緩を追及した（m）。さらに、4月錘馨には、市民30春冬が天神購難場に癌岡毒

疑大会を髑髏し、そのうち約欝暮名が市役翫におしよせて燈幽市長に辞職をせ

まった。後等は祷志貫徹、市政の鱗朗を難ずため講政疑主乾霧盤を結蔵するこ

とにした（難2》。

　織方、福騰毒の革新勢力は、逢月欝馨、メーデー準備と食糧危機突破薄葉の

ため、民主協議会結成準備会を麗催した．5月i馨のメーデーでは、篠霧東公

園に鎗組合i万3，軽§§人の勤労者が参集し、その後、祇会党癌縫支部の率野誠

一ら難名の実行委員が毒役霧に嬢繊寮長を訪れて、r篠購毒民に薄し戦争施行

の責任をとれ4「毒再建に薄する無為無縫に薄し責任をとれまなどの決議文を

つきつけて郎縛辞任を要求した。嬢撰市長は、これに韓して5月5員に辞職の

幾藻を騒饗すると違べた｛H3｝。これをうけて、革新勢力は、f後任毒長は公選す

べし、必ず民主戦線より寮長を鐵せ雄と主張し、市疑大会を酬いて全市民的運

動に乗蓼鑑すことにした｛粥｝、さらに、実行委員は5罵5舞耀出講長と会見し

て、5月蔦騒までには辞表を提鐡すると巻霧させた‘輸。購嚢、能会党橿騰察

連合会（吉戯溝太衰萎）、共産党福岡地方委員会（再出新次躯〉、橿欝縫方労鱗縫

合協議会、九州麟蜜文飽連襲（古賀政久）などは、連名で次の声瞬書を福購南

畏に発表した。

　「本馨燐鐵市長に藏会したるところ、崖来れば十羅遅くも十五欝までに辞表

　を提鑛することを藍式に言賭した・よってわれわれは民主主義的なる霧るき
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簿46年の濃長公選運動鵜（窮月竣洋〉

簸緯議政を確立することの責任を念ひ．ここに橿岡毒疑に薄し声明書を発表

する。

　　爆濃霧長はわれわれの鬱結の力の前に麟録し辞職した。毒長を辞職せしめ

　たのは毒会でもなく、いわゆる有力者でもなく、去る五月一馨のメーデーに

参超せる大疑大衆である、だからこの大衆の支持によってこそ緩緩市長が決

　足せらるべきことは婆然である。

　　われわれは直ちに察由覚、進歩党、協講堂にも騨びかけ広汎な異土戦線を

　結成し、真に民主主義的なる爺長を薦畏の手によって公選せらるべきことを

　礎曝し、食糧竜機の突破、隣総常会の民主化、配給の絹朗化および橿濁市の

　急速なる復興のための具体的政策を揚げて、一大市浸運動を展絹、いわ疹る

　有力者による毒長の懇取弓1、毒会の一部策動を擁するために、ここにわれわ

　れの決意を表隣する擁覇

　5擦6馨、革新勢力と轟懸党、進歩党、臨講堂の橿岡麹区代表貿名は、西欝

本新鹿縫に参集し、後任市長選鐵方法について協議会を麗催し、毒長公選で意

見の一致をみた。そして、公選方法の淡定と公選準備のため、各致党、労働総

合、薦会、町内会連合会よ蕗委員を選饑し、橿欝寮長公選甥威髭語末準備会を

結成すること．市費大会を饑いて公選方法について毒蔑の合意をえること、を

決定した（案、，》。しかし、その後、この童話人会は5月墾銭に鎗名の参撫で第2

羅準備会を醗催したが、嚢露党、協講党、議会、町内会連合会の代表は欠癒し

たため，至正、う、事実上革新勢力中心の議長公選準備機縫となった。予定された市

民大会は結愚縄羅されず、革新勢力の霞長公選への取り縫みは、メーデー以後

は政党・縫合幹部だけの活動におわった。そして、5月2鍛の第3回盤語末会

は、県庁隣滲の桂会党支部で醗催され、議会紅紫し窪由立候補麟、選挙権およ

び投票蟻露などの要望を伝達することにした（H伽

　議長公選麟現実的となると、市長候補としてまず有力擬されたのは、社会党

の中央常任執行委員で元衆議院議員の松本治一郎（部落解散全蟹委員会委員

長／であ珍、松本擁立の声は革新勢力のみならずひろく溝鼠霞役所職員、保
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行政縫会論集　第憩巻　第i暑

守諏のなかにも存在したようである（茎鋤。しかし、松本は戦時串に興亜議員詞

盟に湧属し、翼賛選挙で推薦候補として当選していたため．公職追放該豊の罵

龍性が濃く、先月の衆議院総選挙では、懸濁毒の地盤を籔中松肩（県議、社会

党県連書認長〉と杉本勝次（西南学魏大学教授）にゆずってお甑橿濁南長公

選に鐡馬できなかったと思われる（垂2蜘

　〈斎会の公選準備〉

　薩繧本新聞は、5月欝欝ζ歓説　南緯村長公選の段取瞬を揚載した。瞬詮

議は、i〉首長直接公選はもはや地方民主化の一環として盤内の大勢となって

お馨、盤論の域から実行の域に移った、2）府漂は官庁の鰓嚢蒼強く知事公選

は府祭鰯の改亙まで待つの撚穏当だが、南町替は窪治体であ吟遍渡的便法とし

て、一屡民意を適燐に反験する薩接公選を実癒した上で毒会がその叢選者を推

薦すること鱒妥当である、3〉候補者の選定は、察薦飽薦による立候補は轟立

のおそれがあるので、地域代表（町内会連合会〉と職域代表（労簿懇合、協羅

縫合、商工会、嬬人会など〉および市会協議会と各政党が各々候補者を推薦し、

各感体代表の閥で予備選挙を実施して、その高位得点者数名を一般露民の投票

にかけるべきである、などと主張していた｛玉晦。

　燐出毒長躯辞表を提戯すると、福岡霧会はS月捻韓と2§購こ議会協議会を麗

催した。そして、そこでは結講に達しなかったが・一幕公選を前鍵として後紐

甫長選考の簿業を進めることにな滲、南長公選醗究委員欝名を選思して、公選

方法を真棒的に験討していくことにした。また、毒会は市長公選蟻成盤話人会

とは協調縫係を維持し、確内の各饗各層の要望を公選方法に取蓼入れていくと

遠べていた（，琶、）・5肩22嚢、市長公選砺究委員会が麗催され・i〉市費・各致

覚、各労経の声を聡く、2）小倉衛の公選方法を参考にする、3）公選の方法、

類譲を決定するなど委員会の課題を確認したが・飽方で委員たちは・F地方麟

度の改革がまだ行はれてるな籍のでどこまでも講会中心で進みたいまとも違べ

ていた、、、、》．5月29醤、購蘇究委員会は毒長公選方法の原案を決定し、岡欝金
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欝薦年の寮長公選運動纏（窮月竣洋〉

員鰺議会で賛成をえた。革新勢力は、霞会に薄して各勢力摂参撫する形で強力

な莚張をもつ毒長公選実旛のための協議会の設置を要望した魁斎会はそれを

矩否し、市会の諮腿機驚をつくって市民各藩の協力を得ていく意陶を表隣し

た（i箆。

　6月6目、市会は毒長候補者公選協議会を麗催し、購内会連合会、職域代表、

教員縫合、労纏、農鰹、各政党の代表に薦会の暴究委員会が作成した公選要項

の内容を説隣した。原案は濃密立躾補・一般市費の直接投票であったので、革

新勢力も毒会翻の原案に反薄しなかった（髄・翌馨市会は公選要項を満場一致

で可決した。公選要項は、騒か条に及ぶもので、選挙権者は騰歳以上の男女、

被選挙権者は鎗歳以上の男子、投票馨は6月2銀、投票数は有権者数の総パー

セント以上を必要とする、この投票数に達しない場合は選挙を無勤とし再選挙

は実施しない、得票最多数の者を当選とするが、立候補者3名以内の場合は有

梵投票数の5分の2以上の得票数を必要とする、などを蔑定し・選挙の有効性

にきびしい条件を課していた（董欝．

　〈低投票率で公選無効〉

　福麟市長公選は6層雑嚢公示され、6擁欝鶏締め窮りで立候補の受け付嫉が

開始された鱒、各勢力の躾補者擁立は低調で遅れた。下馬評としては・九州帝大

の今中次麿、宇賀爺顯三の爾教授、海合葬兵衛発毒長、耀海前衛長、数本一平

麟役などの名前があがった麟、6月蔦馨まで立候補者は皆無であった。それで、

町内会連合会と弁護士会は各々推薦躾補を擁立するため、また毒長公選簸威童

話人会は立候補看なしの場合の善後策を検討するため、各々6月狢嚢に協議会

を饑くことを予定していた（，、、｝。すると、ようやく6，雛7費現市会議員の吉村

光次郎〔董、、）麟欝薦で立躾補し、また翌露雲離福競弁護士会会長の三野称六（i錨

が弁護士会の推薦で候補に擁立されたζi鋤。

　縫会党福岡支部は、弁護士会と協調して躾補者選考をすすめ、三蘇推薦を準

備していた。縫会党集連は、メーデーと燃出講長退陣・毒長公選の運動で共産
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竟との美麗縫係を形成したが、6擁になって鮭会党中央委曇会が共産党との莫

騒解消および縫会党中心の救麗疑主違盤の繕成を提曝しても、なお擾欝桑レベ

ルで縫共提携によって喪主戦線を維持していくことを確認していた。そして、

6肩錘馨には餐糶市で縫其溝覚と地区労脇が中心となって橿鵜難方喪主連盟結

成準備会が発達した。それで、6肩欝欝民主連盟嫉準備会を聡いてrメーデー

の蓉耀由市長を辞職させたその当然の責任として十九瞬こ追った橿岡斎長立躾

襟締甥警を前に葺松本治一郎を推薦することに決定したが薦恥　松本は愚馬を

露辞した．

　6∫駁g譲、立候補の締め窮彗騒をむかえると、まず午前中に、革新勢力の市

長退陣運動に反発して結成された羅蔑属志会が、進歩党福岡支部幹事長の原英

二齢3）梁会議轟を推薦し立候補を届け轟た．つづいて、午後には安溝内政次編

（薩興難事販売部代表〉、前逮の三野郵六、壌農一二（溝内無線工業激職役〉

の三氏が立候補した｛望鋤．縫会党支部は購欝共産党とともに三嬉弥六の承諾書

を添えた推薦立候補届を提鐵した。縫会党は4月の総選挙で橿縫葎を中心に橿

岡一区から灘中松擁、杉本勝次の二人を当選させて得票率第一党の地位を獲得

していたから、ダ結果三姓氏は強力な地盤のもとに選挙戦に乗客離すこととな

った」（董鋤といわれた．さらに、購嚢後睾には、市内の奈良渥町内会連合会潜

元深長で博多財葬の夢一ダーである海内弊兵衛（至鍬を推薦し、候補者は合謙6

名となった。

　各勢力の選挙戦が6月2紹から醐始された．まず、喪主連盤準備会は6月器

蔭、天神町の岩霧屋デパート霧館で南長公選其講露華打合会を麗き、社共講堂

から民主戦線候補として三牲弥六を推薦することになった経遍の報告を賛美

躾補巻がメーデーの決議を実行すること、民主戦線に基礎をおくことなどを条

件に選挙絶筆を業縁で行うことにした｛望鋤。鰹方、進歩党支離は、属じ6月器

酵元衆議院議員の江隣繁の邸宅で幹事会を饑き、ξ食糧欠醗下の今馨全寮民に

投票のため一馨を空費させることは妥当でない、躾補者推薦者が二十二購こ会

合して懇談会を饑き最適狂者を互選し毒会に推薦するやうにしたい」と貞方藤
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雛菊年の糞長公選運動嬢（窮月俊洋／

次郎帯会議長（麟生会、推薦〉に公選中宜を卒し入れた照臨それで・6月22

霧、南会は各候補者を招集して選挙運動についての懇談会を購いたが、市会は

進歩党支部の礎案を擁否し、公選選挙を実施することを確認した・また・6焉

22嚢までに、壕轟、安海内、原の玉名が立候補を辞遺したため、選挙戦は書林

三聾、湾内の三名で展醗され、ることになったα鋤。

　福岡放送馬は、6鴛23～25譲議長躾補者の政見をラジオ数送した。また、灘

嚢本新鹿縫が主催して、6月鍛韓には立会演説会が実施された。しかし一般

市費の薦長公選に臠する関心は低かった。それで、6拷鍛賦各政党、地区労

協、弁護士会などは、畜会の貞方議長濫公選委員長に繁して・公選要項の公選

無幾条項の離離を要求し、毒会翻と交渉した。しかし、薦会は6鍔25蒙講会協

議会を闘いて、この申し入れを極否し、6割以下の投票率では多数毒浸の盤論

の反駿とはいえないと主張し、改めて、投票率6割以下の場合は無劾、麗票も

しない、と声饑した、、尊，、。そして、毒会は野内会連合会長を集めて市費に投票

させるよう懇請し、棄権鋳丘につとめることにした。貞方選挙長は、投票当賛

の午前7時露分、放送局からマイクで毒浸に投票を呼びかけた麟恥

　6∫詑6韓、福緯市長公選の投票が実施されたが、予想どおり常民の投票藩へ

の繊建は悪く有権者i懸，876入に嬉して投票者は36，728人で投票率は2乞8パー

セントにとどまり、結縄公選は無勤となった。また、各投票所とも投票者の7

割は薮有権者の女権であった。西馨本新縫は、当馨の験醤館やデパートの潟雑

ぶ警から考えて、転投票率の原露は食糧危機ではなく、市民の市長選挙への無

麗心にあると捲摘した．また、選挙運動類洞が短かかったこと、米穀通緩を入

場券としたため、会場で投票できず煽った人が三分の一程度あったことも一霞

と遠べていた／玉鶏。

　7肩3β、薩蓉本新縫は特集記事で全国および九州の毒長公選の結果につい

て頒嫌えていた．醍事は．絹2細の塩釜繭・ら絹縮の響台畑講

までの蔽公選を紹介し、齢58パーセント、綱77パーセントと大締で棄

権率が高いこと、公選に成功したところでは住民縷棒の代表を選挙母捧の委員
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に入れて住民の意講を選挙に反験させたところもあることを捲擁した。また・

小禽、佐盤保、福緯の九州地方の三都毒が、結局公選中焦無効となったが、

そこに共通する特鐵は、第一に一般市費の諺§心誤薄いこと、第二に人麸難をあ

げ、鰭方麟農政箆を欝前にして、錘期わずかの遍渡的便法としての公選には優

秀な人物が立躾補しない、また、公選といっても、その底を割ってみれば、

選挙母体となる各政党・麟体形罠意に沿う人勤を推薦できない、と述べてい

たα、31。　雌月の総選挙では福濁毒の投票率は？5・7パーセントに達していたから・

投票率の低さは一般論としての政治的無縫心や入舞規摸、食糧事椿ではなく、

この帯長公選に綴喜の投票・集票動癖に起霞すると考えられる。つま駄各勢

力の候補者の貧霧と労維や町内会の消極的姿勢によるものと思われる。

　7擁鴛嚢、徳濁臨時市会は決選投票の絃果、三終藤六23票、海内郵兵籍蟹票

で、王将を市長躾補として内務省へ申請した。それに先立ち、吉村候補は候補

辞退を表鬱し、進歩党支部は三聾推薦を決定していた｛i韓。

　以上のように、漢霞、宇治海霧、鱒蕗、轟緯の畦毒の低調におわった市長公

選の動海を概観してみると、次のような特籔および低調さの漂霞を捲摘できる。

　まず、湊馨と宇治繊曝では、前妻長の辞任を契機に、青年懸棒と一部の町内

会長（浜鋤あるいは共産党．労総、戦災者醜体（宇治山霧〉を主体として、

翼賛毒会の総辞職と毒長公選を主張し翼賛建長帝政の麟新・民主化をめざす

r下からの公選」勢力が形成された．そして、講講では、その薦民大会やデモ

行進などの運動によって、蕪籔で述べた前期の未熟なF上からの公選薄慈婁と

講様の市会・町内会長協議会方式だけの寮長選考は、失敬や再験討を余儀なく

され、結露1一般市民による直接選挙が実覆した。

　しかし、「下からの公選運動」勢力は、それ以上は公選の盤論と運動を市蔑

の閥に拡大できず、毒会・町内会長主体の新上からの公選麟簿窪勢力に薄して、

候補者選考や公選準備で影響力を及ぼすことができなかった。そのため・公選

準備・公選方法の決定は毒会主導ですすめられ、毒長躾補が霞会・町内会長を
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．母体とした機縫から数名推薦されるという妥協的で不充分な公選形態となった。

そして、r下からの公選ま勢力は市会・i舞勢力から露立できず（漢濁）、あるい

は逆にヂ偽装公選ま反撃を表窮して講会主導の公選選挙に反発し（宇治山懇）、

いずれも市長公選をギ毒民の手による毒長公選達に接近させること溺不充分で

あった。その結集、公選選挙は．渓懸の場合は毒会内二諏の勢力争いとなって

新有権者懸の棄権をまねき、宇治出離の場合は各勢力とも本腰を入れた選挙戦

を展聡しなかったため、各候補の得票は地縁・奮縁票以上にはあまむ髄大せず、

大量棄権をもたらした。つま滲、毒長公選は羨段の翼賛畜敬顯新・民主化の嚢

的を見失って、後段には、講会の霞勢力によって勢力争いの道具におとしめら

れたか、あるいは毒会と各敢治勢力の責錘放棄によって公選選挙の野慰し状態

にされたのである．

　　さて、次に糊麟の場合は菱下からの公選運動まが成立しないまま、毒会は単

独で公選を決定し、さらに北海遂の諸都南のような懸体代表参撫型の公選準備

委員会も設立されずに市会だけで公選を実施したのが特徴であった。そのため・

議長公選選挙は翼賛毒政の買主化という欝的撚後退し、現職斎会議員を擁立し

た嚢霞覚と縫会党の帝政をめぐる勢力争いの協となった。それで、投票率は弱

パーセントを越えたがその内容は講灘の動員票が中心で一般斎甕の縫心は薄か

　つたと、懸われる。

　　福瞬の場合は、革新勢力から公選譲解主張されたが、直ちに保守・斎会鰭も

公選の方醸論意したため薪下からの公選雌諭達魏賦しなかった・そ

　れで、革新勢力が毯体代表参簾型の公選準備機麗の設立を毒会に提案しても、

　毒会綴はこれに不参擁および擾否し、独霞に決定した公選要項を事後に懸体代

数糊したにとどまった．また、／購墨逆蘇守嘩緬勤とも有拡

蔽舗を蹴できなかったため、搬韻の公選選挙一の蹴・瞬く・臨海

　会や労纏の鰐慈も溝極的であったと思われる。

5［
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行政縫会譲葉　第謁巻　第i号

　第§糞篤2締注
（舜　ゼ淡難薦誌　上蓋ig73年、濠i覆車、護ページ

鱒　階上、鷲ページ

（麟　俵三九郎　i8§6年生まれ、192漿年東灘帝大卒業。臆30～嵯3年；蕎州銀行頭取、

　欝磐～薦奪第2代渓灘南長、欝欝～67年第8代浜馨毒長。

韓）　r浜鐙毒誌　上雲387ページ

纈　島根新鷺雄蕊年護月露蒙r湊瞬糞政華籍寮費大会3

（6／轟橿新驚i鍵6年4月23馨　r後紐毒長推薦の動き　撃くも湊醸市会に激見ま

（71島撥無馨懲46年違鴛27β　r第一酒毒会鶉議会まとまらず達

18）　島桜新麗欝蕪年逢擁28難　罫覆践の声を聴くま

／9｝島桜新濁王毅6年護還2§霞　「岸幸一氏溺有力　渡覆後任寧長銓衡進む」

麟　島根新鷺欝妬年塁月論賛賄議総醇識せよ　浜羅議長銓衡のトビ火」

騨　島根新鷺簿妬年5樗5騒ギ後任旗購議長に纏欝氏か淫

瞬　島根新羅鴛46年5鍔7蔭　r一鉢喰された瞬講会｛難

麟　島掻新羅懲薦年5鍔鶴舞「躾補者八氏で公選」

醐　島穣新鹿欝46年5鍔22譲多摩毒長実饗せん　けふ漫遜後任毒長公選」

麟　島橿新麗薄薦年5月24欝「湊遜市長に購本氏　公選に汚点　幕議の暗躍i

講　醒壇購次・松島博ζ三重察の蟹史壽鯵袴年、凄鱗趨蔽縫、2蕊ページ

麟　斎藤真灘　鰺綴年盗まれ，1鱒6年東京帝大（法〉卒業。鉄道庁に入甑簿27

　年鉄道監督馬長で退官、懲35～醤4§年宇治襲鑓市長。欝韓年の紳富麗係特捜都

　事計藪法の講定をうけて紀元二六〇〇年奉複事業、神宮縫係趨設整簿事業に尽

　労した、

曝欝勢新路鰯年端2額疇藤宇融麟鰻辞意を表馳　購鍔釦瞭
　藤宇治山欝毒長歪式辞任謹

囎　僻勢新鷺欝46年2月i藝「後任木本町長町会で董式雛薦」　講3層藩黌　「流

　石は公選町長さんま

韓　欝勢新縫簿4§年5月雄舞塒勢に押された町鬢長さん」

麟　儲勢新隠雄蕊年2月7響　r供米の入鍵管理を要求三

舗　勝勢新灘鱗§年2層捻嚢「罪献ぞくぞく暴露」　講2月2灘「共産党と完全

一56一



欝誌年の毒長公選運動難（窮月俊洋〉

　連絡、幾主政治に乗警護す梅戸聾村蔑達

麟　撃勢新揮欝蕪年3鷲9藻　「共産材ここに実現」

翻　欝勢新鹿鴛46年3鍔欝欝睡馨毒寮長就任、轡藤伝七氏握否」

㈱　鐸勢新概鰺蕊年3舞26難聴難毒市長再懸受諾ま

繍　欝勢無縫欝蕊年3月器難F市長は市費投票で　醗馨毒疑隼人ま

幡　僻勢新髪1簿薦年5月2騒〔謬都響額に退陣を要求3

鱒　　瞬奉の歴代毒長　第二巻雲6欝～6葺ページ

㈱　形勢新莚雛鱗6年3携5馨r蕎標津薦長辞意表騎

㈱繭新豫鰯鱗駈副堀繭毒歓醐嫉蓬離脚部欝嚥長
をま羅脚難嚇麟蔽が勧咲くか」剛脳麟覇蔽資鰍崩
縫　 懸本の歴代毒長　第二巻垂磁7ページ

繕　三重察労政諜誓三重漂労働運動史雲！966年、83～84ページ

鱒附斎綱磁戦熱、宇融蘇鞭コ彊砂贋製議鎌を営
　む．欝26～欝46年宇治山綴議会議員、発三重漿議・

舗三麒麟1蹴～i鰯年i§2簿代後筆跡犠雛議会機織部
長倣治部長、躰纏党鯛．ig2蝿野一藤｛鞭騨されほg33年転

　離縦皺．隔年闇路し、辮離職勲羅党齢が難る触
　会で下麗をして綾が、纏党一領入髄認め旅なかった・その後属

　主人疑達盤と韓本労鱒維合会議（婚46年鴛月麟立〉の麟立に参画し、欝弱年か

　ら授業労1勢運動を推進した。

翻　轡勢新濁欝46年2舞器貧r乗鯵戯す複蟹再建　宇治譲欝膚志で準備運動雄

㈱　静勢新羅難9蕊年2月醤醤～2膿の記事による。

麟　學勢新鹿欝妬年3擁5馨賄疑設票による畜長をま、朝暮新雛（全羅蔽〉欝妬

　年3擁5馨r前進する地方襲主戦線まに灘連記事がある。

鰍鰯糊i鰯年3肥鑓第二露治畑絵購会諜副筋欝嬬
　　多数でお流れ、宇治出霞幕長銓衡準備委員会ま

　鰭　形勢新羅雛艇6年畦月欝欝　r町内会鰭から活発な意見i

　繍　俸勢新縫欝菊年4∫巷2§馨　r後任毒長は人材本位に」

　鱒　撃勢新鹿欝46年塵舞22嚢「毒長は毒罠公選で∫

縫釧網善禰礫難熱、i鱗年齢講長i鰯年とig3纏諦会議長
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　（～欝妬年〉、鯵3§年商工会議藪会嚢、！947年4層第鴛代宇治虚霞市長就任

　（～鯵48年鴛彫。

㈱　勝勢新閥欝妬年嘆舜23欝r帯長は誰に？　漢重を駕す後憂躾補銓衡会茎

鱒　伊勢新灘欝妬年5薄i暴r市長銓衡委員会サボタージュま

鱒　俸勢新鹿欝妬年5肩2嚢　ギ戦時議会よ、やめろ達　瞬擁溝馨　ギ瑠の吏員さん

　たじたじ」　三重祭労政課疹三重察労懲運動史轟欝総年、i謁ページの記逮では，

　この要求書の文懸が・欝勢新鷺の記事と異なっている、

㈱　醗勢新鐸雛g妬年5毒4騒F商民の懸任投票でま

繍　學勢新鹿緯46年5舞8韓菱驚異の選挙で決定」　　ゼ律勢霧壷曝露68年、大恥

　学芸緩書、欝5ページでは、瞬麹の量帯主を選挙人とする実質的な霧長公選ま

　ぶ実権されたと記されて耽るぶ、誤記である。

総　艇勢新鹿鍛妬年5月i7醸欝鵜殿村、倉本徳之勤氏ま

㈱　學勢新鶴欝薦年6∫き2艮罫十三名の躾補者を審査　漢重を期す後難帯長銓衡

　合講会議3

繍　俸勢新鹿欝薦年6月i膿ダ宇治毒猿繋長選挙は三十韓か」　瞬6鳶鴛羅罫申

　躾補と選挙難舞など鞍告ま　騰6月捻馨略長公選は三十騒，宇治山馨毒選挙

　の緬馨決る1

瞬　疹浅報塞第貿§号、欝薦年5蜷3癩「禅機の鶴にかくれてのんび瞬二重醗維達

㈱　欝勢新繹雛鱗§年6罵鴛蔭「食糧、生必品の人艮警邏など」

縫　攣勢新羅雛蟹6年5薦9嚢瞬志に檄す　騒本紙会党宇治毒蟹支部結成盤諸人

　会ま

麟　｛無勢新露i§薦年6月2了繹　「議長選挙に就き毒渓1が選べ釜　瞬7蜷2段　f棄権

　は六離二分ま

鱒　前掲の鰹竹をのぞく4名の酪歴は、小躰豊太郎　醤鱒～欝49年　欝欝年瞬治

　大学藤学都卒業．簿器年から宇治濃霧毒議、露39年から三重察議、欝47年厘舞

　から市会議長、謄鐙年i擁第欝代宇治癖醸毒長に当選。

　　慶谷縫夫　鯵綴年生まれ。欝26年棄蕉帝大（法〉卒業。欝29年台湾総督癒書

　記官、その後、花蓮港庁長、高雅倦総務部長。鯵鎗～52年、簿6§～68年に、第

　欝代、i7代の宇治繕欝毒長。

　　謬　蔑憾　玉88翌年生まれ、。東京帝大（法）卒、香憐察内務部長、台溝総督癌
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　事務富．

　　森瞬久造　i892年生まれ。宮内省京都地方事務湧長。

馨律勢新露i§薦年6層墓舞噂の多い候補連雀　瞬6樗22藝罫綾馬銭補者は八

　名ま　疑6擁26羅泣躾補鐘総くず趣　　講6月3縮眠主毒長は誰に？」

麟　欝勢新鹿i鱗6年7層2繋準尋暦氏金的窮落す圭

㈱　學勢新鶴懲蕊年7員i舞殿票も栄養失講　毒数に無幾心か宇濠繊雲寮費圭

繍　勝勢新鹿鯵4§年7月2艮「棄権は六離二分ま

縫　轡勢新籔響妬年7月2馨r社説　宇治裟懇請の毒長選挙逢

麟　轡勢新羅緯薦年7鴛3霞肇野人毒長秘めて患現達

鋤　勝勢新羅羅g4§年7鴛葺嚢r醗瞥氏を推薦手綾ま

繍　馨本共産党調査部編ζ政治必擁地方篇薯欝幹年3月、雛ページ　罫アカハタ」

　52暑、欝蕊隼8∫募8蕎F地方馨毒疑生乾の欝ひ蛋

麟砺髄瞭海難轍鍍磯鵜ま郷土麟灘第2陽i鰯年神
勲散文膿鶴、顯辮職磯～鞭鰍の蝶麟と獅緬辮
較磯茎雛i鍔、i§僻網、蓼麟融融締下獄麟薩灘
　欝欝年を参黙、

鱒　建設省簾罫戦災復興誌　第9巻薬毒編雁垂臆6§年、馨本穰毒計薩編会」8～

　27ページ

㈱r購篠鍍融麟捲”9髭董，223ページr瀬鞭通蠕
　塗上　現代行政・縫会垂欝欝奪、焉5ページ

　　瞬上．286ページ

　　岡上、39～憩、§8ページ

　　織上、i，384ページ

　　属土、33暮～33i、董，378～i，379ページ

　　隅上、i，駐7ページ

　　属土、33§～33i、i，連騰ページ

　　神奈撰新鷺欝46年貸月28導r江辺毒長不信任申合せ　輝鋳毒会よ参一歩先に

　町内会長が」　　彰耀麟毒虫　資料編嘆上書199圭年・335～33§ページ藤藪

　　　　　　　　　　　　　　　　一59－
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行致歓会鍛集　第臆巻　第i暑

　　毎嚢新縫（神奈燐蔽〉懲蕊年韮月27馨、神奈購新篇欝4§年3篶2馨による，

　　建設省継ぎ戦災復興誌　第9巻穣齋編機雲欝総年、都薦謙颪轟会、賃ページ

　　ゼ耀鋳糞蝿欝68年、燐綺毒役解、547～5雄ページ

　　郵簿鋳労騰史戦後緩蘇欝87年、欝聴講、2携ページ

　　神奈繕新鐸雛鱗6年i，畢矯F役員総辞職葦

　　神奈鱗新鹿欝妬年i∫認3馨r賀毒轡内会民主化へ1　岡3薄2舞r賀毒購碗

　会役員の改選ま

麟　神奈撫斬露欝妬年i擁銘馨新町海会準則廃豊　耀綺の買主｛麺、燐綺潔総務部

　長町海会設置蔑程等廃蓋の件告示3（ぎ神奈購藥壷　資料霧第捻巻雲5鴉ページ

　霧胸

懸　　r擁麟帯町内会及び隣纏設置要総ま雄蕊年玉罵3壌　（鯵1蕪響南受　資舞鶴4上遭

　懲蟹年、燐綺毒、3騒ページ解散〉

　編4　ま二磨337ページ勝駿／、神奈燐新鑛鴛妬隼i鍔27馨r江辺議長らの責任邊

　及　町内会長ら潜績緩して撰麟市費大会」

　なお、窮民大会の参簾人員は「三町面会三とあるだけで窮らかでない、戦縛中

　余毒には2§9、燐織地麹には26、の町内会があ誓、この驚異大会は議役鷲琶近の

　3つの町内会が住蔑を動員したものと思われる。

　然懸登化∫なお、2月28馨、横須賀講では社会、共産講究支離主催で戦争狸罪

　人霧長追敬市長大会が醗催されていた．

緯

縛

繍

㈱

／辮

繍

鰯　麟綺労観望戦後続書27iページ

繊　　ゼ旛畏大会準備欝金セ会二縫スル御連絡・」嬉46年i月26馨　（疹緯麟露史　資料

鱒　神奈撰新驚懲4ε年i薄靄馨r矯綺驚異大会　醗会長等発趨で」

㈱　神奈趨新潤懲46年2薙欝舞　r江透議長の辞職要求　敗戦後覆の撰綺市費大会≦

鋤　神奈灘新経緯46年2肩欝欝f無気力な緯綺毒会、南長追敏に熱意なしゴ

繍　神奈繕新醐総総年3月2霞匿薦疑と遊離する市長は辞職をせよ　繰綺畜会俄

麟　神奈欝新縫簿4§年3鳶鴛馨r鱗綺毒長議会に公約ま

繍　　『衆議院議員総選挙一覧　2雌簿鎗年欝月

給　禅奈撰新羅雛94§年遵鳶鼓舞　穣騎議では鐸千名墜

麗1神奈騰新弱i鱗6年護層9翼　r覆張る江透議長ま　瞬4擁i8舞

　要求　鱗鶴議会にわかに態度強硬塞

r晦長の欝職を
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鯵菊年の市長公選運動織（窮月俊洋／

鱒ぎ禰労鍛轍編郷簿、纈毒、鰯～253ページ昨締鶴嬢鉄

醐雛編繕鉄労雛鍛選i鰯年、駿台縫灘～8蟹一ジ辮鵡編
　『十年のあゆみ蓋鴛56年、馨本鋼管絹麟製鉄湧労働縫合

　　なお、三宅瞬歪藻芝争議遜（労欝争議史醗究会鞍奉の労織争議遷東窟大学

　鐵額会、茎9雛年）6§ページによれば、東芝羅鱗町工場の盤産管理翼争のなかで、

　「工場からの戦鹿追敏のための労働者による一般授票まぶ実施された。

醗神奈騰灘鰯年5紹郎街毒・ら瑞論つづく鱒行憩螂纒
　　（全蟹蔽〉欝蕊年5擁8羅購1鋳に饑餓突破行進達

翻蜘糊i鰯鰯融削蔽蝿匿勃畿発鱒突細デ紛織購
　も要求王

　　なお、デモ隊の一藩蔦名捻激会後トラックに赤旗を立てて、江辺講長宅を訪

鰍、家宅捜索を観如来、齢、ウィスキー妨蠣胸髄醸したが・

　のちに盤三騒護入・脅鶴舞として蜂書導者オ監検挙され、た。

㈱　毎嚢新顯欝4§年5捲鶴舞多妻銭轡遷委員会設置圭　神奈聯新羅慰鱗6年5月欝

　馨咽蜘デ磯行蔽退隠で蘇る雲離綺破資料練踊至蹴
　年、騒§～3薮ページ

騨rヌ縫糠会史融繍捲鎚9締蹴～識i脚ページ神奈備
　騨4碑朝2穣賄韻細分1ナナ織縦緯蔽を調達臨月鋸
　　「夜妻長感硬化す　緯鑛議吏員新緯合結域3

麟　神奈鱗新雛鴛妬年5鍔22馨瞬繭毒長辞職か　霧参事会で会謙を検査珪　疑

　　5灘籏締雪魑上の福職長らへ六千繰

締練騰灘鰯鱗脚麟ll綺蔽遂腿臨剛贈爵畷ら三韓
　蕊幾責　耀麟市の市費濫費総懸達

／翻神奈羅薮聞欝妬年5擁3縮瞬1鋳議長公選へ感

麟1　『鱗綺繕議会吏　遜史編纂i巻涯ig蟹年ほ護鎗～L艦iぺ一ジ

翻r蔽公愚磁て纏舞1麟鞍麟編吐露醗蝿旛～34§ページ穂〉

　　藤／噺蹄鰯鰯肥鮮糊毎に腰腕剛贈爵纈蔽公選方
　　式決定ま

膿1金蘭不二太簾　欝§5年静遜祭生まれ、19蟄年東京工科学校挙業、撰織布で建

　　築設詩業を騰業、稽28年燐蕗霧議、鯵36年市会議長．193？年神奈携漂議、東醗
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術数歓会論集　第欝巻　第i号

　産業会縫を経営、戦時串は絹麟霧警鋳懸長。謄鋳年繰麟講授に就錘（～聡警年

　4月まで7甥〉、全羅毒長会長などを歴任．

鰹1三木治藻　懲85～欝63年、東禁生まれ。地貫鉄工藪に入潮し友愛会に参趨、

　欝欝年霊薇の賢本製鋼1巽に入善友愛会の幹蕪となる。欝26年東京製鑛の労饒縫

　合主事、隔年総凝盤禅奈薙察連会長、購年縫会費衆党串央委員、簿3§年腿綺霧

　議、1蟹5年被会党舞楽燐祭支舞長、欝妬年総懸盟神奈繰猿連会長、懲47年参議

　院議員（2競〉．

／蔓鍛　アカハタig孫年7鴛騰韓「主張　二つの毒長選挙の教護（志賀義雄擁

鰯1　舞麟市議会史　通隻編第i巻雲婚鍵年、i，麟2ページ　神奈耀新鹿欝総年6

　月露羅　「後任撰縛帯長　保守・良主二派で躾補争い」　翼7還魂欝　F編綺薦長

　の公選　保守、新興灘の薄立激化達　講7擁6馨f保守、新政クラブ維織達

縫警棒奈輝新懇露総年7燵欝轟罫金麟氏が最高点　操守灘、新興勢力を獲麟i「罎

　撫二十一年七月帯長公選管薮鷲得票数ま（番灘鋳藩吏資料纐違上舞g飯年、3薮～

　鍛8ページ所霰〉　　『輝麟薦隻　通史纒謹上　現代術政・鮭会屡i鱒7年、24§～

　2妬ページを参窯。

糠ll燦癖癬男美　露84年高知察生まれ。鰺懇年菜黛帝大（法〉卒業、内務省入省．

　鯵33年篠島銀知事、鎗騒年福瞬難知事。邊嘗後、1937年東京毒教鳶局長をへて

　i§3§年i月福馨馨毒長畢こ麓任。

（茎籔護嚢本新擬婚謁．5．賛r今後は一議民として尽力ま

1難1戦時中の纏縫叢会については、渡蟹永実「翼賛選挙の地方的展開『瞬治大学

　大学銑紀要潅第23集麟　欝86年2鳶、波舞永実「選挙粛藍運嚢の展縫と地方政

　治購造の変容ま『嚢本歴史雲離8暑、簿錫年7湾、およびぎ揺輝審議会隻第3巻

　聡灘編曾毒第7章、轡蟹年、を参窯。

（麹

1鋤

（麟

／灘l

l懸

（難

藪霞本新聞雄蘂．4．盤「福瞬では毒疑大会美　講4．捻略局の怠擾を詰幾3

醒韓本新擬懲4§．4．欝罫魑鐙市長の醇職を遮る第二籐市費大会ま

読売新羅雛鱗6．5．2薪白旗傷げた議長さん葺

藩韓本籍暮雛鱗6．5．4「市長は公選せよ　近く毒疑大会ま

ぜ欝本縫会党福競漂牽翻の三十五年諺懲83年、藩～工7ページ

属土i7ページ、薦舞本新縷欝妬、5．6「十五賢迄には辞表」
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懲妬年の寮長公選運動韓（窮簿俊洋）

！欝1爵難事新羅欝薦、5．7F後任毒長は公選　各代表の意見一致墨

1麹　藤舞本新鷺蓉妬．5．鴛F講長公選難破鍵謡人準備会購催ま

1玉禦　薄暮本新篇簿鶴．5、2遵曝挙嬬鐸など要望項欝決るま

1茎簿　藪霞本新聡欝4§．5．捻転松本氏の鐵馬喬方違

鵬松本治一鄭は、その後欝47年護擁被会党から参議続（全羅籔〉に鐵馬、当選

　して凝議独るが、i鱗年瞬、謡縮勧策動で・戦麟の大幸晦鍵

　動幹部という経歴を遷轡に、公職遊敵となった。

1麗1画嚢本新弱欝鶉．§．鍛職説　霧町税長公選の段取瞬

（麟蔭饗本新騰鯵蕊．5．溢購懇は名誉寮長の公選圭

膿1護韓本新鰻欝薦．5．23ヂ各雰の声麟魏」　瞬5．蟄罫選挙期馨など要望決る逢

驕／蔭雛本籍騰雄蕊、5．隣ゼ福矯毒長公選最後案成るま

鵬／薩費奉新縫婚薦．6、7幅講霧長公選要項成るま

膿／　旛岡藩吏　第5巻　昭鞍編後癒←1毒欝欝年、鎗6～欝2ページ

1騰醒馨奉新麗鴛46．6．欝肇立候補望み薄に一思案≦

灘吉概獅i蜘年翻翻倉綴盤熱。鞭駄学卒業後ほ鯉年羅毒
　で弁護士難業、1938年毒議当選（東方会系中立、舞推薦）、欝3§年祭議当選、

　1璽2年毒議再選（葬推薦〉、戦時中は察の燃料続麟緯合と褻転車統麟総合の獲事

　長。

麟講親i蹴～i鱈年、濃雛ま趣趨献卒難・醗鋒毒紡綱
　　薦で弁護士瞬業。婚蕊年8鐸～欝籔年4月福濁寮長。

麟翻輔灘鰯、§．i8麟甜懲甕眠重織i蟹三好購職長舗

　へ圭

鵬醤藏本新灘9菊．6．至g旺好氏福轟毒長銭補へま

饒3｝原英二　工888年生まれ。嘉穂懿徳波討村長〔3麹〉、福灘察議（4競〉。

麟1灘講本新鷺総総、6．2奪ゼ福遜市長公選遂に激イ雛

li識護舞本新羅欝妬．6．2§ζその鰹王氏立躾補か」

鰯1溝内舞兵籍　露76～欝総年、福騰毒猛まれ。家業の絹闘渥から鐵発し、博多

　絹綿紡績、筑紫銀行、博多電気軌道奪どを設立した。露§7年および欝欝年に福

　緯毒議に盛運。欝38年福岡寮長に麓任したが毒長選挙をめぐる贈鞍賄事件で酵

　緩．博多株式数弓概遜事長。
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行政祇会論集　第欝巻　第i号

1欝1西欝奉新弱欝4ε．6．22r三聾氏を推す良主連蟹準備会ま

／茎纈蓉舞本新賜欝妬、ε、22「懇談会で互選を　進歩党支認重要申入れ4

1欝1護嚢本新鹿簿46．6．23「落ちつくところは三候補かま　隣§．2遵「三氏で決戦」

ξ1鑛　薩講本新露雄蘂．6．25rあす買主福緯市長公選　政党髄から選挙無劾燦程に横

　槍逢　瞬§．26f投票六割以下の場合は無勤　霧会傘入れを否定ゴ

藤｝薩雛本新羅懲妬．§．2§rけふ、われらの議長決す　示せ民主毒疑の熱構ま

／l窃　薮蔭奉新羅欝蕊．§．27幅緯毒長の公選無劾」　瞬§、器職給的意欲が建む灘

　惨憶たる福騨寮長公選の鞠

腰1蓉嚢本新閥簿蕊．7．3「芳しくな》・九穣の公選献灘

1嬢1薦臨本新鷺聾妬．7、鍵r三碧氏二票を抜いて当選」　　ぎ福瞬青史　第5巻　曜

　鵜編後縁耀i33～鍵§ぺ一ジ
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